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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

１　基 本 層 序

　惣領野際遺跡は，仏生寺川とその支流の鞍骨川に挟まれた谷底平野の中央部に位置する。周囲は水

田として利用され，現在の集落は平野部を取り囲む丘陵縁辺に点在する。遺跡が立地する谷底平野は，

二つの河川の流路が時と場所を変え，浸食と堆積を繰り返して形成されていった様子がうかがえる。

　発掘調査は，耕作土を機械掘削で除去した後，調査区内周囲に排水溝を掘削し，調査区内の排水を

確保するとともに，その壁面の土層を記録した。また，サブトレンチを南北に１箇所，東西に数箇所

設定して層序の観察記録を行い，確認調査の記録との照合を行った。これらを参考にしながら，中世

の遺物包含層であるⅡ層の掘削を進めて行き，概ねⅢａ層上面で当該期の遺構を検出した。

　基本層序は，Ⅱ層までは遺跡全体に共通した堆積状況を示している。Ⅱ層の特徴は，直径５㎜〜２

㎝の白色粒が混入していることである。特にⅡｂ層で顕著に認められるが，この層は遺跡全体に均一

に堆積しているものではない。白色粒は不定形で，ある程度硬度があり，当初骨片かと見誤るもので

あった。この白色粒と層の生成との因果関係を知るために土壌鑑定を実施したが，白色粒はⅡ層を形

成している火山灰質シルトの母材と同種類の砕屑片，基質から構成されており，母材の未風化部分で

あることがわかった注１。下層の堆積層には白色粒の混入は見られないことから，堆積してから下層に

比べて時間の短いⅡ層に母材の未風化部分が残っているものと推察される。氷見市内の他の遺跡で見

ることもあるので，沖積低地のグライ土壌の特徴の一つと考えられた。

　中世面の調査終了後，再度Ⅲ層・Ⅳ層の堆積状況を知るためにサブトレンチを設定し，場所によっ

ては小型重機による掘削を実施した。その結果，Ⅲ層の上層のⅢａ層が無遺物層であると判断し，調

査の省力化を計るべく，Ⅲａ層が広範囲に堆積するＡ地区全体とＢ地区の北側において重機による

Ⅲａ層の掘削を行った。Ⅲｂ層は人力によって掘削し，下層の調査を実施した。しかしながら，調査

を進めていく中で，地盤が軟弱であったためか，予想以上に重機の重量が下層包含層と検出層に与え

た影響が大きく，今後の調査における反省材料の一つとなった。

　Ⅲ層以下の堆積状況は，隣接するＡ地区とＢ地区でさえ，層序に大きな違いが見られるようになる。

Ａ地区南側では，Ⅲｂ層の下にⅣｂ層（暗緑灰色粘質土），Ⅳｃ層（黒色粘土）が堆積しているが，

これらの層は局所的な堆積状況を示しており，Ａ地区の自然流路ＳＤ２０１北側でも既に異なる。また，

Ｂ地区で確認できたⅣａ層はここでは確認できず，Ⅳｂ層上面で縄文時代晩期〜弥生時代後期後半の

自然流路を検出している。

　Ｂ地区の北側，及び東側は，Ⅲｂ層下はⅣａ層（灰色粘土質シルト），Ⅳｂ層（緑灰色粘質土），

Ⅳｃ層（黒色粘土）の順で堆積し，比較的安定した様相を示す。特に北側を中心に堆積するⅢｂ層か

らは一定の量の遺物が出土し，Ⅳａ層上面で古墳時代初頭の遺構を検出した。これに対し，当期の自

然流路ＳＤ６０１以南では，Ⅲｂ層下は黄褐色砂質土と灰色粘質土とそれに炭化物を含む層が約１０㎝の

厚さで互層となり，別の流路の堆積状況を示している。実際に，Ｂ地区南側はトレンチの最終確認面

まで掘削したが，付近からは遺構・遺物は見られず，北側の古墳時代の遺物を包含するⅢｂ層に対応

するような層も認められなかった。似たような色調や性質をもつ地層が繰り返し堆積する沖積平野の

調査において同時期の遺構面を検出することの難しさを痛感したのである。
注１　第二分冊　自然科学分析　パリノ・サーヴェイ株式会社　「木製品の樹種同定，土壌分析，骨同定」
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１　基本層序

第１４９図　惣領野際遺跡　基本層序
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

２　遺構と遺物

（１）縄文・弥生時代

　遺構には不定形の落ち込みと自然流路，土坑がある。いずれも，人工的に手が加えられたものでは

ないが，落ち込みからは縄文時代晩期，及び弥生時代中期〜後期の土器が，自然流路下層からは縄文

時代晩期の土器・石器，弥生時代中期〜後期の土器，上層からは弥生時代後期後半の土器が木製品や

流木などとともに見つかっている。

Ａ　自 然 流 路

　２０１号自然流路（ＳＤ２０１，第１５０・１５２・１６９〜１７６図，図版１１６・１２２〜１２５・１４２・１４７〜１５１）

　Ａ地区中央を東西方向から北に向かって屈曲し，逆「Ｌ」字形に流れる流路である。屈曲部でやや

膨らむが流路幅はほぼ一定である。堆積状況を見ると流路は大きく２時期に分かれ，規模が大きく変

わる。初期の段階は幅が約６．５〜１０ｍ，深さも約１．４ｍと大きい。最下層には植物の腐植層，その上に，

腐植層と砂層の互層が堆積し，短いサイクルで浸食と沈殿が繰り返されたことがうかがえる。また，

最下層の腐植層の厚みは下流の方が厚くなっており，流路の屈曲後に水勢が衰えたと推察する。しか

し，この層中には流木が幾本も混じっており，一時的にせよ洪水に匹敵するくらいの一定以上の水量

と水勢があったことがわかる。また，遺物が出土する位置はちょうど屈曲部に集中する。これは遺跡

内で当該期の遺構が検出できなかったことを考え合わせると，近辺の上流の遺跡を浸食した流路の堆

積物が流れを阻む屈曲部で堆積したと推察できよう。そして，流路は堆積の最終段階になると，その

幅は約２．５ｍ，深さは６０〜８８㎝と小規模になる。埋土は砂層と腐植層の互層となり，最下層には砂利

の混じる砂層が堆積する。砂より粒子の粗い砂利が堆積することから，一過性の短期間の流路であっ

たことがうかがえる。この最終段階の流路からの遺物の出土はほとんどない。

　出土遺物には，縄文時代晩期の土器・石器，弥生時代中期〜後期の土器・木製品・石製品がある。

　縄文土器は深鉢と蓋形土器がある。深鉢は口縁部が外傾するもの（１）と，粗製深鉢（３〜１３）が

ある。１の口縁部外面には縄文が施され，端部は先細る。頸部には連続押引き刺突文と沈線を施文し，

肩部にも１条の沈線を巡らし区画する。体部は無文（ナデ）である。粗製深鉢は破片が多く，全形を

知り得る個体は少ないが，直線的な口縁部で，筒型のものとやや外傾するものがある。口縁端部の形

態から，丸くおさめるもの（４〜６・９・１３），器壁が厚く内端に面をとるもの，内面に斜めに押圧

を巡らすもの（８），先細りのもの（３），やや外側に屈曲するもの（１０・１１）がある。体部外面には

縦位または，横位の条痕が施されるが，ほとんどが横位の条痕である。内面はほとんどがナデ調整で，

横位の条痕を施すものもある（９）。１２は棒状具による矢羽根状の平行沈線文が施される体部片で，

胎土や色調が他の破片と異なる。時期は他の土器より古く，後期初頭頃のものかと考える。２は蓋形

土器で，口縁部は沈線文と連続押引き刺突文で区画され，変形した鍵手文と縄文で加飾される。底部

（１５〜２１）外面は多くがナデ調整であるが，網代痕が残るものもある。多くの土器は縄文時代晩期中

葉中屋式併行期の特徴をもつ。

　石器は打製石斧２点（２５・２６）と磨製石斧３点（２７〜２９）が出土している。いずれも，刃部または，

基部を欠損し，完形のものはない。打製石斧は２点ともにローリングを受けて表面が摩耗し，特に２５

が著しく，２８の磨製石斧も表面の剥離が著しい。２７は変質閃緑斑岩製，２９は透閃石岩製である。

　弥生土器には大きく分けて弥生時代中期後葉〜後期前半に属するもの（３２〜３９・４５・４８）と，後期

後半（４０〜４４・４６・４７）に属するものがある。
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２　遺構と遺物

　３２〜３９・４５は屈曲が緩やかな「く」の字口縁の甕で，口縁端部に面を取るものと，丸くおさめるも

のがある。面を取るものの中には櫛状工具による連続刺突文が施されるもの（３２・３４）がある。体部

の調整は内面はハケメ調整，外面は口縁端部までハケメ調整するものと，口縁部をヨコナデするもの

がある。３９は端部内面に櫛状工具による斜格子文が巡らされる。４０は長頸の直口壺の口縁部で，外面

は縦方向のハケメ調整後ナデ調整，内面は横方向のハケメ調整で粘土接合工痕の表面には指押さえの

跡が残る。４１は器台。受部が大きく外反し，端部は上下方向に肥大する。端部外面には円形浮文が３

個施される。４２は高杯で，口縁部は欠損する。脚部は棒状脚で，裾端部は折り返して水平を取る。外

面には丁寧に縦方向のミガキが施される。裾部には４箇所に透かし孔が穿たれる。４３・４７・４８は鉢。

４３は，逆「Ｕ」字形の把手が付けられる鉢の体部である。４７は有段口縁鉢で，短く外反する口縁部を

もつ。体部外面と内面は横方向のミガキ調整である。４８は口縁部が直線的に斜め上方に伸びる鉢で，

端部は丸く収める。４４は有鈕蓋で，鈕の窪みは浅い。

　木製品には刳物桶，杓子形木器，鞘，円形板，舟形容器，槽，杭，部材，用途不明品，原材がある。

樹種はほとんどが，加工が容易なスギである。

　４９は結束孔付の刳物桶で，口径は約１７㎝，高さ約１６㎝である。口縁上端の１段下を四角く把手状に

削り出し，上下に孔が貫通している。内面には底辺から約４．５㎝の所に，幅約１．５㎝の浅い圧痕が巡っ

ており，底板を装着していた痕跡と推察する。５０は把手付の刳物桶で，一部であるため口径までは復

元できない。側板の高さは２５．９㎝，把手を入れると３０．７㎝となる。把手はわずかに内傾し，側板の上

方を四角く造り出し，中央に長方形の穴を抉って作る。内面には底辺から５．５㎝のところに段が造り

出され，底板の受けとなっている。また，内面には中位からその段にかけて黒色塗彩される。５１は直

径２９．３㎝の円形板で，断面が台形状であることから，何らかの底板であったと見られる。表裏面には

明瞭に加工痕が残る。５２は杓子形木器。扁平な板状を呈し，柄も身も厚みは同じ約１．５㎝である。身

の側面は直線的で身幅は広く，端部は直線であったと推定する。５３は組み合わせ式の刳物の鞘である。

先端が丸く仕上げられた鞘尻の部分で，表面に黒色の光沢がある。５４は長さ約１ｍ，高さ１４㎝の槽の

一部である。大きさから見ると，田舟の可能性もあるが，田舟と槽の形態分類がはっきりしないので，

ここでは方形の大型の容器はすべて槽として記述する。底部は平坦で，口縁は面を取る。５５は舟形容

器の縁辺の一部である。

　５６〜５８・６０〜６６は部材，又は用途不明品である。５６は等間隔に３㎝×７㎝の長方形の貫穴がある板

材である。５７は上部に小孔が穿たれ，下端に向かって細く加工された板状の木製品である。５９は幅

７．７㎝，厚さ１．６㎝の板杭である。６０は棒状の用途不明品で，長さ１４２．４㎝，直径約２㎝，上端を刳り込

んで傘状の突起を造り出している。６１は中央に長円形の孔がある部材である。表裏面には丁寧な加工

痕が残り，縁辺は薄くなるよう加工されている。６２〜６６は目途穴や欠込をもつ部材である。６２は両端

の一方の角が落とされた形状の板材で，両端よりの２箇所に長方形の孔がある。孔の周辺の一部には

表面に線状痕が残る。６５・６６は共に長さ約７５㎝，幅約２０㎝，厚み約２㎝の板材で，下端が欠損する。

形状の類似から同じ用途の部材と考えられる。上端より中央には不整形な孔が穿たれる。屋根材であっ

た可能性がある。６７〜７０は原材である。６７〜６９は板材で，６７・６８の表面には顕著な加工痕が残る。６９

の断面では工具による切離痕が観察できる。７０は約４０㎝の長さに切断した芯持ち材をみかん割にした

材である。樹種はサクラ属で，緻密で堅い材質である。表面は一部焦げている。
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

　２３５号自然流路（ＳＤ２３５，第１５０・１５３・１７７図，図版１２４・１２５）

　Ａ地区南西隅から，ＳＤ２０１の屈曲部方向へと向かい，そこで切られる不整形の落ち込みである。

周辺に位置する不整形の落ち込みも調査時は別個の遺構として取り扱ったが，その形状から同一遺構

と考える。平面形は不整形のアメーバー状を呈し，中層にはⅣｃ層に酷似するオリーブ黒色粘土が堆

積し，最下層の暗灰色粘土から遺物が出土している。出土遺物には弥生時代中期後葉の土器がある。

７１は凹線文系の甕で，断面三角形の口縁に３条の擬凹線が施される。体部外面はハケメ調整である。

７２はゆるやかに口縁部が開く甕。口縁部と底部が出土しているが，全形を復元できなかった。表面の

荒れのため調整は不明瞭であるが，底部外面には縦方向のハケメ痕が残る。

　２５０号自然流路（ＳＤ２５０，第１５３・１７０図，図版１１６・１２２・１２３）

　ＳＤ２０１の南岸に平行し，最後にそれにつながる浅い自然流路である。埋土はⅣｃ層とⅤ層が混じ

り合う単層である。流路内を中心に一帯からは縄文時代晩期の破片がまとまって出土した。ＳＤ２０１

との合流点にはＳＤ２０１の肩に平行して流木が横たわり，ＳＤ２５０の流れを遮るような状態であった。

このことからＳＤ２０１はＳＤ２５０より新しいと判断した。出土遺物は縄文土器（２２〜２４）がある。２２は

粗製深鉢で，口縁部と底部が判明したが，全形の復元にまで至らなかった。体部上位に最大径があり，

底部に向かってすぼまる器形になると推察される。口縁端部は膨らみ，上端で水平に面を取る。体部

外面には縦位の条痕，内面には横位の条痕が施される。胎土には多量の砂粒を含む。２３・２４は深鉢の

底部で，底部に網代痕が残る。

Ｂ　土　　　坑

　２６４号土坑（ＳＫ２６４，第１５０・１５２・１５３・１７１図，図版１４３）

　ＳＤ２０１とＳＤ２５０の間に位置する，直径約６５㎝の円形の浅い土坑である。穴の中には三角形状を呈

する自然石が重なって出土した。３０・３１の石材はシルト岩で，表裏には直径５〜８㎝の丸い窪みがあ

る。表面には擦痕が認められるが軟質な石材なので，古い使用痕かははっきりしない。形状はやや安

定感に欠くが，凹石として利用されたと考える。性格は不明であるが，縄文時代の遺構と判断する。

Ｃ　包含層出土遺物（第１７７・１７８図７３〜８５，図版１２２〜１２５・１４４・１４５）

　遺物包含層のⅢ層からは縄文時代晩期中葉の土器・石器，弥生時代中期後葉〜後期前葉の土器が出

土している。量は少なく，当該期の遺物はほとんどがＳＤ２０１から出土している。

　７９・８０は縄文時代晩期中葉の粗製土器である。７９は直線的に口縁が延びる器形で，端部がわずかに

くびれる。表面の調整は不鮮明であるが，貝殻による条痕文が施される。底部には簾状圧痕が残る。

８０は外反する口縁部をもつ器形で，端部は面を取る。外面には横方向の貝殻条痕が残る。

　７３〜７７は弥生土器の甕である。緩やかに口縁部が開き，口縁端部に櫛状工具，又はヘラ状工具によっ

て連続刺突文を施すものがある。７４・７５は頸部上方まで縦方向のハケメ調整が施される。７８は高杯の

杯部。直線的な体部と短くわずかに外反する口縁部をもつ。端部は先細に仕上げられる。調整は器面

が荒れていて不明である。

　石器は打製石斧（８１・８２・８４），石錘（８３），砥石（８５）がある。打製石斧は所謂短冊形と撥形があ

る。撥形は厚みが薄く，ともに基部を欠損する。８３は扁平な自然石であるが，３箇所に敲打痕が残る。

８５は表裏２面に砥面をもつ砥石である。石材はシルト岩で，用途は仕上げ用であろう。側縁には整形

した時の痕跡と思われる剥離痕が残る。
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２　遺構と遺物

（２）古 墳 時 代

　遺構には溝，自然流路，土坑がある。Ｂ地区北側の溝と遺物包含層を中心に，古墳時代初頭頃の土

師器が出土している。包蔵地確認調査の段階では竪穴住居の存在も予測され，包含層掘削時には炭化

物が多く混じるⅢｂ層からまとまって遺物が出土したが，遺構は浅い溝状の落ち込みを検出したに止

まる。自然流路からは土器の出土は皆無であったが，埋土下層の腐植層に混じって槽や部材など多様

な木製品が出土している。

Ａ　溝・自然流路

　６０１号自然流路（ＳＤ６０１，第１５１・１５４・１８２〜１８７図，図版１１７・１５２〜１５９）

　Ｂ地区中央をやや北へ湾曲しながら東西に流れる流路である。平面図で示した流路の幅は最終段階

に埋没した流路の幅で，残務の段階で重機によって流路幅の確認をしたところ，北側へ約４．５ｍ，南

側へ約３ｍ広がることが判明している。流路の堆積は大きく２段階に分かれる。それは植物の腐植層

のレンズ状の堆積によって明瞭に判別できる。最終段階の流路は大きく暗灰黄色粘質土，暗オリーブ

褐色粘質シルト・灰色砂質シルト・腐植層の互層，腐植層の順で堆積する。下層の流路も概ね同じよ

うな堆積を繰り返している。土器の出土はなかったが，下層の腐植層から木製品が多く出土している。

木製品は建築部材，用途不明品が多いが，その中には槽などの容器も混じり，完形の槽（１３０）が伏

せた状態で見つかっている。これらの木製品は当遺跡内から廃棄されたというよりは，上流から流れ

てきて沈殿堆積したという状況を示していた。

　木製品には，槽，杭，梯子，部材などがある。大型容器や建築部材，杭等大型の製品の割合が多い

が，部材には机，琴，鞘，編台などがある。材質はほとんどがスギである。

　１３０〜１３３は方形の刳物の槽である。大型の槽については田舟に分類する例もあるが，ここでは一括

して槽として扱う。１３０は長辺１１３．１㎝，短辺６８．７㎝，高さ２０．５㎝の方形の大型の槽である。短辺中央

には両側に７㎝×８㎝の板状の把手がつく。厚さは底部が２㎝と薄く，側面が４〜６㎝と厚い。樹種

はスギで，底面は柾目となっている。内外面には明瞭な削り痕が残る粗製品である。この削り痕から

仕上げ段階の製作順序がわかる。内側は底面と長辺を長軸方向に削り，その後短辺を短軸方向に削り，

最後に上端部や突起を仕上げる。外側は底面，長辺を長軸方向に削り，短辺を斜めの上下方向に，最

後に突起を仕上げている。１３１は長方形の四脚槽である。高さは９㎝と低いので，四脚盤ともいって

良いかもしれない。器壁の厚さは約１㎝強である。脚は底部と接する所で１０㎝，接地面で５㎝と台形

を呈する。樹種は同じくスギで，底部が柾目となる木取りである。１３２も槽の底部である。１３３は短辺

に小さい板状の把手をもつ槽である。平面形は長辺は直線的であるが，短辺は曲線を描き，上端面に

は角がない。推定で長さ９１㎝，幅４５㎝，高さ１６㎝である。平面形は１３０に比べ，長さの比率が大きい。

厚みは底部が薄く，側縁が厚く残されている。把手は１３０と同様板状であるが，２．５㎝と張り出しが小

さく，造り出しも上端面と水平ではなく，一段下がる。樹種はやはりスギで，木取りは底部が柾目で

ある。１３４〜１４１は杭である。材質はすべてスギである。分割材の先端を加工した角杭（１３４〜１３６・

１３８），板杭（１３７・１３９・１４０），削り出し丸木を加工した杭（１４１）に分けられる。１３５・１３８には表面の

一部に抉った跡が残るものがある。１３９は幅２．８㎝と小型であるため，他の用途も考えられよう。１４１は

加工先端部が部分的に炭化している。１４２〜１６８は部材または，用途不明品である。１４２は長方形の板

材で，長辺の両側縁には目途穴と思われる大小不整形な穴が穿たれる。４㎝×２㎝の大きい方の穴は

左右に分かれるが間隔はほぼ同じであるが，小穴の方は規則性が認められない。壁板のようなものか。

１４３は板状の用途不明品で，上下が欠損しているため本来の形状が不明である。方形の中央部には表
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面が焦げた跡が残る。１４４は長方形の板状の指物部材で，短辺の一方は端に向けて薄くなるよう仕上

げられ，その端面近くにはそれに平行して浅く溝状に長方形に抉る。机の天板だろうか。１４５は長方

形の角材で，一面は敷居のように浅く２本の溝状に削られている。１４７は両端に枘を有する部材で，

断面は山形を呈する。１４８は琴の部材である。槽作りの琴の上板の一部で，尾部の突起が２個確認で

きる。長辺の２箇所の２個１対の孔は共鳴槽の装着孔である。

　１４９は端部両角造出材である。ミカン割にしたスギ材の一端に両角を造り出し，もう一端は斜めに

切り落としている。１５１は端部に向けて薄く加工してある指物部材で，幅が同じの１４４と関連する部材

の可能性がある。１５２は梯子の一部である。材はキハダである。１５４は端部に枘を有する部材である。

１５５は両端の枘を作り出した鞘装具の部材である。１５６は長辺片側に３箇所の浅い抉りを有する。編台

の目盛板と推定する。１５７は上端に溝状の抉りを有する板材である。下端は欠損しているが，長方形

の穴が刳り抜かれているようである。１５８〜１６０は刺突具の一種か。各々，削り出し角材，削り出し丸木，

板目材と材が異なる。１６１〜１６６は垂木か。上端は抉りを入れて頭部を造り出し，下端が残っているも

のは先端を加工して尖らせているものがある。いずれもスギの分割材，または，削り出し角材である。

１６７は棒状の木製品。１６８は長さ約１５㎝の芯持丸木の両端を丸く仕上げた木製品で，側面の一部に抉り

が入る。木錘のようなものであろうか。材はコナラ属アカガシ亜属である。

　６１８号溝（ＳＤ６１８，第１５１・１５４図）

　Ｂ地区北西端で検出した幅約４０㎝の直線的に延びる溝である。炭化物が多く混じるオリーブ黒色粘

土が堆積し，南側のＳＤ６４２とほぼ平行する。遺物は土師器の甕，高杯が出土している。

　６４２号溝（ＳＤ６４２，第１５１・１７９図，図版１１７・１２７・１３０・１３１）

　ＳＤ６１８と同様の埋土が堆積する溝である。浅い落ち込み状のＳＤ６４３の中で検出したが，掘形はこ

れより明瞭な形で検出した。幅は約５０㎝と狭いが，古墳時代の土師器が出土している。調査区外へと

延び，集落に関連する遺構の一部と考えられる。

　土師器には甕（８６），器台（８７〜９０）がある。８６はくの字口縁の甕で，口縁端部は斜め上方につま

み上げたような状態で，丸く収める。体部は最大径が中位にあり，球胴を呈する。器台の受部は端部

を摘み上げて有段を成す。８７はそこに縦方向に刻み目を施し，その上位に３本の沈線が巡る。内外面

には赤彩が施される。脚部は直線的，または八の字状に開き，端部は丸く収める。

　６４３号自然流路（ＳＤ６４３，第１５１・１５４・１７９・１８０図，図版１２７・１３０・１３１）

　不整形の浅い落ち込みである。東に向かって広がりながら，掘形が不明瞭となる。炭化物の混じる

オリーブ黒色粘土質シルトが堆積し，上面一帯からは古墳時代の土師器が出土したが，建物等の明確

なプランは見出せなかった。断面観察からは間層の機械掘削による重機の影響が読み取れる箇所があ

り，遺構の形状を乱している可能性が大きい。従って，遺物も混在している可能性があり，ＳＤ６４２

と分けることにはあまり意味がないと判断した。

　土師器は甕（９１〜９５・１１２），壺（９６・９７），器台（８８・９８〜１００），鉢（１０１・１０２）がある。甕は有段

口縁甕とくの字口縁甕がある。くの字口縁甕は口縁部が斜め上方に延び，端部を丸く収めるものと，

外反するものがある。９６は有段口縁壺，９７は壺の体部で，小さい底部には板状の圧痕が残る。１００は

外反する口縁部を有する受部に円形の透かし孔がある器台。装飾器台の省略形とも言われるタイプで

ある。口縁端部は面を取り，沈線が１条巡る。透かし孔はその間隔から推定して１３箇所に穿孔されて

いたと考える。内外面横方向のヘラミガキで，赤彩される。鉢は有段口縁の鉢と無頸鉢がある。１０１

の外面はヨコナデ，内面は横方向のヘラケズリ調整である。１０２の口縁部は垂直に立ち上がり，端部
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は先細りとなる。

　６４４号溝（ＳＤ６４４，第１５１・１５４・１７９〜１８１図，図版１２６・１２７・１３０・１３１）

　弓なりに曲がるやや不整形の溝である。当初一帯から土師器がまとまって出土し，竪穴住居の可能

性をも含めて，サブトレンチを入れながら調査を進めた。しかし，掘形が次第に広がっていき，遺構

のプランが確認できる面がより下であることが判明し，最終的には溝の形状となった。また，冬期の

悪天候での調査となり，溝の全容をすべて掘り切れたかは確信がない。埋土は炭化物が多く混じる灰

色粘土質シルトで，他の溝類の埋土とはやや異なっていた。

　土師器は甕（１０３〜１１５），壺（１１６・１１７），器台（１１８〜１２０），高杯（１２１〜１２４），鉢（１２５〜１２８）があ

る。甕は有段口縁甕とくの字口縁甕があり，くの字口縁の割合が高い。１０３は有段口縁甕で，口縁端

部は外反する。口径と体部最大径がほぼ同じで，体部中位に帯状に煤が付着する。くの字口縁は端部

を面取りするものが少なく，口縁部がゆるやかに外反し，屈曲があまくなったものが目立つ。１０６は

口縁部が大きく外反し，頸部の屈曲が曖昧で，肩が張らない器形である。口縁部内面には横方向のヘ

ラミガキ，体部内外面はハケメ調整である。１０９は口縁部が斜め上方に立ち上がる。頸部のくびれも

あまく，体部の肩の張りも少ない。口縁部と体部中位に帯状に煤が付着する。体部下半はヘラケズリ

調整され，底部外面も同じである。壺は小型の丸底壺で，１１６は口縁部の内外面が丁寧にヘラミガキ

が施されている。器台は所謂小型器台で，１２０の受部は口縁端部を引き出して有段になるものである。

高杯は，受部が内湾気味の椀形の高杯である。受部に比べ脚部は低く小さい。１２３は２段に穿孔される。

鉢は有段口縁とくの字口縁の鉢がある。１２５・１２６は体部内外面ヘラケズリ調整，１２７は口縁端部を面

取りし，体部外面はハケメ調整である。１２８は台付鉢の脚部である。

Ｂ　土　　　坑

　６１０号土坑（ＳＫ６１０，第１５５図）

　円形の浅い土坑。埋土に炭化物が多く混じるが，遺物の出土はない。

　６１３号土坑（ＳＫ６１３，第１５５図）

　楕円形の断面皿状の土坑。灰色粘土を主体に炭化物やオリーブ黒色粘土質シルトが混じる土がレン

ズ状に堆積する。出土遺物には土師器がある。

　６１５号土坑（ＳＫ６１５，第１５５図）

　調査区西境に位置する円形の浅い土坑。上面から土師器が出土している。

　６１６号土坑（ＳＫ６１６，第１５５図）

　円形の浅い土坑。埋土はオリーブ黒色粘土質シルトの単層で，底面はあまり平坦ではない。土師器

が出土している。

　６１７号土坑（ＳＫ６１７，第１５５・１８１図，図版１３０）

　ＳＫ６１６に隣接する三角形状の不整形の土坑。埋土は灰色粘土に黒色粘土と炭化物が混じる層で，

ＳＫ６１６同様底面が乱れており，性格は不明である。出土遺物には土師器の甕がある。１２９は頸部にく

びれが無く，肩の張らない器形で，口縁端部はわずかに摘みあげられる。全面に煤が付着する。

　６２０号土坑（ＳＫ６２０，第１５５図，図版１１７）

　Ｂ地区北東部で検出した不整形の土坑。埋土の灰色粘土には直径１㎝前後の大きめの粒子の炭化物

が混じる。深さは浅いが，南側でまとまって土師器が出土している。体部の破片がほとんどで，図化

できるものはなかった。
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Ｃ　包含層出土遺物（第１８８〜１９０図１６９〜２１９，図版１２８・１２９・１３１・１３２・１４５・１５９）

　包含層からは土師器（１６９〜２１７），木製品（２１８），石製品（２１９）などが出土している。土師器には，

甕（１６９〜１８６），壺（１８７〜１９８），高杯（１９９・２０６〜２０８），器台（２００〜２０５），鉢（２０９〜２１２），蓋（２１３

〜２１５），椀（２１６・２１７）がある。

　甕は有段口縁甕とくの字口縁甕があるが，全形を知り得る個体はほとんどない。有段口縁甕は有段

の内面の屈曲が緩くなってしまっている。くの字口縁甕は口縁端部を斜め上方に摘み上げるタイプ，

面取りするタイプ，丸く仕上げるタイプがある。また，頸部の屈曲は明瞭なものと緩やかなものがあ

り，体部は最大径が中位にある個体が多い。１７５は，頸部の屈曲が無く，口縁部が大きく外側へ引き

伸ばされる。１８２は小型のくの字口縁甕で，口縁部は斜め上方に立ち上がる。体部はあまり張らず内

外面ハケメ調整である。　

　壺には直口壺（１８９・１９１・１９２），小振りの球胴の短頸壺（１９３），短頸広口壺（１９４），二重口縁壺（１９５・

１９６），有段口縁壺（１９８）がある。体部は球胴化している。

　高杯は杯部が直線的に開き，口縁部が斜め上方に伸びるもの（２０６・２０８）と，外反するもの（１９９），

杯部が椀形で，口縁部が外反するもの（２０７）がある。２０６の脚柱部は下に向かってやや膨らみ，端部

で外展する。時期は古墳時代中期か。２０７の脚部は短く，直線的に開く。透かし孔は４箇所に穿たれる。

　器台はいわゆる小型器台で，受部が椀形のもの（２００・２０３）と口縁部が直線的なもの（２０１）がある。

受部の穿孔は短いものが多く，筒状を呈するのは２０１だけである。

　鉢はくの字口縁鉢と，台付鉢，有孔鉢がある。

　蓋は鈕部分ばかりで，全形を知り得る個体はない。

　２１６・２１７は椀で，時期は古墳時代中期に下る。

　２１８は，Ｂ地区南西寄りで見つかったもので，遺存状況は悪いが，蹴放しか。

　２１９は，荒砥石。砥面は一面で，背面は敲打によって整形される。
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（３）中　　　世

　中世前期の遺構には掘立柱建物，柵，井戸，溝，自然流路，土坑がある。掘立柱建物は９棟，この

他にも柱根や礎板の残る柱穴を多数検出しており，建物数はこれを上回っていたと考えられる。建物

は棟方向と区画溝との関係から大きく３時期に分けられるが，概ね中世前半に収まる。この時期の建

物の特徴の一つに柱穴の多くに礎板を敷設していることがある。井戸は素掘りのものが２基，水溜め

に曲物が残るものが１基ある。溝は断面逆台形の幅約２ｍの溝が２条，それに直行する溝が２条検出

されており，区画を目的としたものと考えられる。土坑には曲物を埋置したものや，底部に筵を敷い

た跡が残る方形の土坑などがある。出土遺物は１３〜１４世紀のものが主体で，中世土師器，珠洲，輸入

陶磁器，木製品，石製品，金属製品などがある。包含層からの出土ではあるが，Ａ地区からは青磁人

物像（燭台）が出土している。近世の遺構には浅い落ち込みなどがあるが，主たる遺構を構成するも

のではないので本書の記述では割愛する。

Ａ　掘立柱建物

　１号掘立柱建物（ＳＢ１，第１５８図）

　Ａ地区北側中央で検出した２間×１間の側柱建物である。桁行４．１１ｍ，梁行３．６７ｍ，主軸がＮ－

８３°－Ｅの東西棟である。北西角の柱穴は検出できなかった。柱穴の埋土はすべて単層で，柱痕跡は

残らない。周辺は遺構がまばらで，耕作痕に関係すると思われる溝状の遺構が散見するのみである。

　２号掘立柱建物（ＳＢ２，第１５８図）

　ＳＤ１とＳＤ３０・ＳＤ４０に区切られた方形区画の中で検出した２間×１間の側柱建物である。桁行

３．８７ｍ，梁行３．３５ｍ，主軸がＮ－８７°－Ｅの東西棟である。規模はやや小振りであるが，ＳＤ１に酷

似する。ＳＤ４０に近接しすぎるが，主軸方向がＳＤ１と併行することから考えて区画に伴う建物と考

えている。ただ，区画の中にはＳＢ２以外は主だった遺構は検出されず，大規模な区画に比して，建

物は貧弱である。これらの建物以外ではＳＤ３０の東側から調査区境周辺で何基か柱穴が検出されてい

るので調査区外へ向けて建物が建っていた可能性がある。

　３号掘立柱建物（ＳＢ３，第１５８・１９１図，図版１１８・１４６・１６０・１６３）

　３間×２間以上の総柱建物で，北に向かって調査区外へ延びる。主軸はＮ－３°－Ｅで，柱間はほ

ぼ約２ｍである。重複するＳＢ４とは主軸方向が同じで，柱穴の切り合いがないので前後関係は不明

であるが，建て替えに伴うほぼ同時期の建物と推察する。また，ＳＰ３１７の東側に振れて切り合って

いる柱穴とＳＰ５３３も建て替えに関連するものとも考えられる。ＳＰ３１７・ＳＰ３３１からは柱が，ＳＰ

３２９からは礎板状の木片が出土している。桁行延長線上にあるＳＰ３４１やＳＰ３４０，ＳＰ３３５はこの建物

に付随する柱穴と考えている。各柱穴からはＳＰ３１８から中世土師器，ＳＰ３２３からは中世土師器，総

黒色系漆器椀（２２３），ＳＰ３３０からは板状の砥石（２２４）が出土している。

　ＳＰ３３１の柱（２３１）はクリ材で放射性炭素年代測定を実施したところ，１２７０ＡＤ〜１３８０ＡＤ（１σ

暦年較正年代）の測定結果が得られた注２。測定した建物の柱の中では一番新しい値を示しているが，

遺物の時期と比較しても，建物の時期は概ね１３〜１４世紀として大過ないと考える。

　４号掘立柱建物（ＳＢ４，第１５８図，図版１１８）

　同じく３間×２間以上の総柱建物と推定したが，柱穴が半数近く欠損する。前述のとおり，ＳＢ３

の建て替えの建物と考えており，柱間が狭いが軸にのる柱穴が他にもあり，それらも建物の構成要素

として捉えられるかもしれないが，確信はない。例えばＳＰ３２１から柱が出土しており，同一の建物

かどうかは別にしても建物を構成する柱穴であったことには間違いがない。柱穴埋土は概ね炭化物が
注２　第二分冊　自然科学分析　株式会社加速器分析研究所　「放射性炭素年代測定」１σ＝６８．２％ probability， 以下同じ
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混じる灰色粘土の単層である。ＳＰ３０９の埋土には炭化物が多量に混じり，中世土師器が出土している。

　ＳＢ３・４はその主軸が区画を構成するＳＤ３０と平行することから考えて，区画と同時期のもので

あり，その主体は調査区外東に広がるものと予測される。

　５号掘立柱建物（ＳＢ５，第１５８図，図版１１８）

　ＳＫ４４を覆う１間×１間の建物である。小屋的な性格のものと考えている。桁行２．６５ｍ，梁行２．３２

ｍの東西棟で，主軸はＮ－７７°－Ｗである。ＳＢ３・４に比べて主軸が西に振れる。当初ＳＢ３・４

に伴う土坑と考えたが，柱穴と土坑掘形に切り合いがあることと東辺が建物主軸とずれるので，別遺

構と考えた。柱穴は概して細長く，柱穴埋土はＳＢ３・４とは大きく異ならない。ＳＰ３４２には柱が

残る。ＳＰ３１２から中世土師器が出土する。

　６号掘立柱建物（ＳＢ６，第１５９・１９１図，図版１１８・１２０・１３６・１３９・１６１・１６３・１６４）

　Ｂ地区中央東寄りで検出した４間×３間の総柱建物である。南北に横切るＳＤ３４７と柱穴との切り

合いはこれより古い。桁行９．８９ｍ，梁行７．５８ｍの南北棟で，主軸はＮ－８°－Ｅである。柱間は１．７９〜

３．２５ｍとばらつきがあり，柱間の広い箇所には軸上にのるＳＰ３８２・ＳＰ３８６・ＳＰ３８８・ＳＰ３８９があ

り，これらは補助柱的な役目を果たしているのではないかと考えている。なお，ＳＰ５２３とＳＰ５２４は

上層で検出できず，下層掘削時に検出したもので，測量によって位置のみを記録し，平面形はあくま

でも概略である。この建物の特徴は，谷底平野の中央部に位置するためか，前述したように柱穴の多

くに礎板を敷設している。特にＳＢ６と後述するＳＢ７が顕著であり，それはその位置に関係すると

考える。検出した２３基の柱穴のうち礎板が遺存するものは１４基あり，柱がともに残るものはない。断

面を観察しても，柱痕跡を残すものはなく，ほとんどが単層である。礎板を残して抜き取られたと考

える。柱が遺存するものは４基のみで，ＳＰ３８８・ＳＰ５２３はクリ，ＳＰ５２５はスダジイの芯持丸木を

使用している。礎板に利用しているのは板材や角材などの建築材の廃材で，適当な大きさに加工し，

底に敷いている。柱の沈下を防ぐ目的であるため，その形態には意味はないと考えられる。北西角に

位置する円形の土坑ＳＫ３６０はこの建物に付随するものと考える。出土遺物は，ＳＰ３５９・ＳＰ３８７・

ＳＰ３９３から中世土師器が，ＳＰ３８２から珠洲の鉢（２２５）が，ＳＰ３８７からは箸（２２７）と金属製品（２３０）

が出土している。２３０は茎を有する扁平な金属製品である。茎部分の断面は上部に比べて厚めの長方

形で，上部は上方に向けて広がる形状を示し，断面は扁平な長方形である。先端が欠損しているため

はっきりわからないが，方頭の鉄鏃か，小型の鑿の可能性がある。ＳＰ３９５からも箸（２２８）が出土し

ている。箸はいずれも小片で，スギ材である。

　ＳＰ３８８・ＳＰ５２３・ＳＰ５２５から出土した柱（２３２〜２３４）を対象に放射性炭素年代測定を実施した

ところ，１２５０ＡＤ〜１２９５ＡＤ（１σ）の範疇に入る測定結果となり注３，概ね１３世紀後半となった。

　７号掘立柱建物（ＳＢ７，第１６０・１９１図，図版１１８・１２０・１３３・１６４）

  ＳＢ６の１ｍ東に位置する４間×４間の総柱建物である。桁行８．２７ｍ，梁行８．２２ｍを測り，主軸は

Ｎ－１３°－Ｅである。ＳＢ６とはやや軸方向がずれており，近接していることから同時存在は有り得

ない。柱間は平均２．２ｍで，南辺が１．７ｍ，西辺が１．９ｍと狭い。特に南辺が狭く庇付きの建物の可能性

がある。また，ＳＰ５３０・ＳＰ５３１・ＳＰ５３７・ＳＰ５３８・ＳＰ５４１は下層で検出したもので，ＳＢ６の

柱穴の一部と同様に，平面形は任意である。北東隅の柱穴はＳＰ３８０としているが，ＳＰ５４１の可能性

もある。建物の北側では軸線上にのる柱穴や礎板・柱が残る柱穴を多数検出しており，建物の規模が

北に延びる可能性もあるが，ここでは４間×４間の建物として記述しておく。２４基の柱穴のうち，礎

板が残るものは１２基あった。礎板の材もＳＢ６と同様なものを使用している。礎板を多様するのはこ
注３　第二分冊　自然科学分析　株式会社加速器分析研究所　「放射性炭素年代測定」
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の２棟とＳＢ９だけで，このことからもこの２棟はほぼ同時期頃のものとわかる。ＳＰ４１０からは中

世土師器（２２０）が出土している。

　ＳＰ３７６出土の礎板とＳＰ５３０のキハダ材の柱（２３５）について，放射性炭素年代測定を実施してい

る注４。ＳＰ３７６の礎板が１２７０ＡＤ〜１３００ＡＤ（１σ），ＳＰ５３０の柱が１２２０ＡＤ〜１２６５ＡＤ（１σ）の測

定結果が得られた。再利用の材を使う礎板のほうが新しい値を示しているが，概ね１３世紀後半の年代

を示している。

　８号掘立柱建物（ＳＢ８，第１６１・１９１図，図版１１９・１３３・１３４・１３６・１６１）

　Ｂ地区南東で検出した５間×４間の建物で，北側の柱穴の欠損が目立つが，総柱建物と考える。桁

行は１０．８７ｍ，梁行は８．２５ｍ，主軸はＮ－２°－Ｅの南北棟で，西側（ＳＡ１）と南側（ＳＡ２）に平

行する柱列を伴う。南側の柱列と建物との間隔は約１．５ｍである。建物の柱間はほぼ約２．１ｍである。

柱が残っていたのはＳＰ４８４・ＳＰ４９７で，ＳＰ４６５・ＳＰ４７２・ＳＰ４９６には柱痕跡が残る。礎板を敷

いた柱穴はＳＰ４８２の１基のみである。ＳＰ４８３では検出面から約２０㎝下で中世土師器（２２２）が出土

しており，断面観察から柱が抜かれた跡に埋まったものと判断する。意識的に埋置したかは不明であ

る。この他ＳＰ４８３からは珠洲片口鉢（２２６），砥石が出土している。また，ＳＰ４６０・ＳＰ４７２・ＳＰ

４７３・ＳＰ４８２・ＳＰ４９５の埋土から中世土師器（２２１），珠洲，漆器，箸（２２９）が出土している。建物

の北方向約１ｍにあるＳＥ４５９は水溜に曲物を利用したもので，このＳＢ８に関連する施設である。

また。東側３ｍに平行する位置にあるＳＤ４８９は建物と同時期のものであろう。

　９号掘立柱建物（ＳＢ９，第１６２図，図版１２０・１２１）

　Ｂ地区中央やや南寄りで検出した２間×２間の総柱建物である。桁行４．７２ｍ，梁行４．３４ｍの東西棟

で，主軸はＮ－７２°－Ｗである。柱穴は浅く，検出した８基の内３基に礎板が，ＳＰ４４５には柱痕跡が

残る。重複する砂礫層のＳＤ４０１よりは新しい。柱穴に積極的に礎板を利用するのは，ＳＢ６・ＳＢ

７に似る。建物の構造から小屋的性格のものであろう。この他には柱穴からの遺物の出土はない。

Ｂ　柵

　１号柵（ＳＡ１，第１６１・１９１図，図版１６４）

　ＳＢ８の西側に並列する３基の柱穴で構成する。柱間はまちまちであるが，建物からの間隔が等し

く平行することから建物に付随するものと考える。ＳＰ５１９は下層で位置のみを確認したものである

が，柱（２３６）が遺存していた。２３６の材はスダジイで，放射性炭素年代測定を実施した結果は，１２６０

ＡＤ〜１２９０ＡＤ（１σ）の値を示している注４。

　２号柵（ＳＡ２，第１６１図）

　ＳＢ８の南側に並列する４基の柱穴で構成する。東端のＳＰ４９９の位置だけはずれるが，建物から

の間隔，各柱穴の間隔は等しい。ＳＡ１と同様にＳＢ８に付随するものである。庇の可能性もある。

Ｃ　溝・自然流路

　１号溝（ＳＤ１，第１５６・１６３・１９２図，図版１３４・１３６・１３７）

　Ａ地区南側を東西に横断する幅約３ｍ前後の溝である。Ｂ地区北側で検出したＳＤ３０１とは平行関

係の位置にあり，その間隔は約５５ｍである。この間を南北に区切るＳＤ３０との切り合い関係は，断面

を観察すると，これを切って溝を掘削している。堆積状況は最下層に腐植した植物が多く混じる黒褐

色粘質土，中層には黒褐色粘質土に緑灰色粘質土ブロックと白色粒が混じる土，上層に灰色シルトに

緑灰色粘質土ブロックが混じる土が堆積し，その上面にⅡａ層が厚く堆積する。いずれの層にも量の

多少はあるが，腐植した植物が堆積し，時折砂の互層が見られることから，ある程度の流れもあるが，
注４  第二分冊　自然科学分析　株式会社加速器分析研究所　「放射性炭素年代測定」
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常に水が溜まっている状態のまま，次第に埋没していった様子がうかがえる。この溝が掘削された目

的は，規格化された形状を取りつつもその内部，及び周辺に建物等の遺構が少ないことから，区画も

目的とはしているが，その立地からかんがい排水に重点を置いたものではないかと考えている。出土

遺物は少ないが，中世土師器（２３７・２３８），珠洲（２４０），中国製青磁（２３９），鉄滓，用途不明の木製

品などが出土している。２３９は龍泉窯系青磁椀の高台部分で，釉薬が畳付きまで施釉され，高台内側

は露胎，見込みには草花文が施される。遺物の時期は１３世紀から１４世紀である。

　３０号溝（ＳＤ３０，第１５６・１５７・１６３・１９２図，図版１３３・１３４・１３６）

　ＳＤ１に直交する東側の溝である。ＳＤ１に切られるが，北に向かって溝底が傾斜していることを

考えるとＳＤ１の古い段階で共存していた可能性がある。埋土は暗青灰色粘質土，又は灰色粘土・粘

土質シルトに炭化物や白色粒が混じる土が堆積している。南方２４ｍに平行するＳＤ４０も同様な堆積状

況で，この２本は同時に存在した区画溝である。東側に隣接するＳＢ３・ＳＢ４に平行し，同時期と

考えている。出土遺物は中世土師器（２４１〜２４３），珠洲（２４４・２４５）で，数点に止まる。２４４は頸部の

短い中型の壺Ｔ種である。タタキの範囲が肩部より下から始まっている。Ⅰ期か。遺物の時期は１３世

紀から１４世紀である。

　４０号溝（ＳＤ４０，第１５６・１５７・１６３・１９２図，図版１３６）

　ＳＤ３０と同様ＳＤ１に直行する溝である。幅１．１２〜１．７７ｍで，規格・堆積状況もＳＤ３０と酷似する。

ＳＤ３０と共にＳＤ１とＳＤ３０１の間を区画する。ＳＢ２と近接するが併行関係にあり，同時期と考え

ている。出土遺物は少なく珠洲（２４６・２４７）のみである。時期はいずれもⅢ期で１３世紀後半代か。

　５０号溝（ＳＤ５０，第１５６・１６４図）

　ＳＤ１南方約５ｍ，東西に延びる溝である。交差するＳＤ３０・４０よりは古く，ＳＤ４０周辺より東は

断面形が逆台形で，区画溝のような形状を示すが，西側は次第に浅くなり，形状も不明瞭となる。埋

土は東側で，上層が暗青灰色粘質土，中層が暗青灰色粘質土と緑灰色砂質土の互層，下層が黒色シル

トで，西側では下層の堆積が認められない。ＳＤ１の埋土と似るが，それとの間隔は東に向かって徐々

に狭くなり，併行関係にはない。切り合いだけ見れば区画溝の中では一番古くなる。遺物は珠洲の小

破片などが出土している。

　３０１号溝（ＳＤ３０１，第１５７・１６４・１９２図，図版１１８・１３４・１３６・１３８）

　Ｂ地区北側で検出したＳＤ１と平行する，東西に直線的に延びる溝である。幅は上面で３．１２〜３．８０

ｍ，深い部分で約２．５〜３ｍ，浅い段をもつ。埋土はＳＤ１とはやや異なり，灰色粘質土が主に堆積し，

下層には炭化物が多く混じる。出土遺物は，中世土師器（２４８〜２５３），珠洲（２５５〜２５８），中国製白磁

（２５４），土錘（２５９），木製品などがある。中世土師器は法量は１０㎝以下と１３㎝前後の２種類あり，時

期は１４世紀を中心とする。２５４は玉縁の白磁椀で，時期は他のものと比べて古い。珠洲はⅣ期の壺と

甕がある。２５６は肩部に櫛描波状文が施され，施文後に串状のもので，記号のようなものを２箇所に

重ねて記されている。この他に，ウマの上顎と大型獣類（ヒトの可能性あり）の四肢骨が出土してい

る注５。遺構の時期は１４世紀か。

　３０４号溝（ＳＤ３０４，第１５７・１６４・１９３図，図版１３６・１６０）

　ＳＤ３０１に平行する幅約６０㎝の溝である。トレンチと重複し，上面は荒れており，特に東西の両端

の形状が不明確であった。ＳＤ３０１と平行することからこれと同時期の遺構であろう。出土遺物には

中世土師器，珠洲（２６０・２６１），木製品（２６２・２６３）などがある。２６０・２６１は鉢で前者はⅡ期，後者

はⅤ期と時期差がある。トレンチの影響か。２６２は円形板で，中央寄りに２孔１対の孔が穿たれる。
注５　第二分冊　自然科学分析　パリノ・サーヴェイ株式会社　「木製品の樹種同定，土壌分析，骨同定」
 



14

２　遺構と遺物

２６３は一方が炭化した角材で，１側面に欠込がある。

　３４６号溝（ＳＤ３４６，第１５７・１６４・１９３図，図版１２１・１３３）

　ＳＢ３・ＳＢ４の南側に位置する東西に延びる細い溝である。その位置からこれらの建物と関連の

ある溝と考えている。幅２０㎝，深さ１０㎝前後の規模であるが上面周辺の炭化物が多く混じる土からほ

ぼ完形に復元できる珠洲の壺（２６４）が割れた状態で出土した。２６４はⅡ期の壺で，肩部から体部上半

にかけて３段の櫛描波状文を施す。

　３４７号溝（ＳＤ３４７，第１５７・１５９・１６４図）

　Ｂ地区調査区中央を南西から北東に斜めに横切る溝である。幅は０．８〜１．６ｍで，黒褐色粘土，灰色

粘土の順でレンズ状に堆積する。ＳＢ６と重複するが，切り合う柱穴よりは新しい。他の溝が直線的

なのに比して，やや蛇行しており，これに伴う建物も検出できなかった。出土遺物には中世土師器，

珠洲がある。

　４０１号自然流路（ＳＤ４０１，第１５７・１６５図）

　Ｂ地区中央を東西に横切る自然流路である。二条になったり，一条になったりし，幅も一定ではな

い。埋土は灰色粘土と明黄褐色砂質土が同量混じる土に直径１㎝弱の小石が混じる単層で，洪水の氾

濫等に伴う一過性のものと判断する。ＳＢ９やＳＤ３４７より古い。埋土には土師器，中世土師器，珠

洲，木製品が混じる。

　４５８号溝（ＳＤ４５８，第１５７・１６５図）

　Ｂ地区南東壁寄りで検出した南北に直線的に延びる溝である。南側のＳＤ４８９とは方向がほぼ同じ

である。出土遺物はない。

　４８８号溝（ＳＤ４８８，第１５７・１６５図）

　ＳＤ４５８とは重複する方形に巡る溝である。調査区外へ延びるので，その性格等は不明である。遺

物は中世土師器，珠洲，中国製青磁が出土した。

　４８９号溝（ＳＤ４８９，第１５７・１６５図）

　南北に直線的に延びる溝で，ＳＢ８と平行し，屋敷地の境界を示すものと考えている。埋土は単層

で，底面はやや平坦ではない。出土遺物には珠洲がある。

　４９０号自然流路（ＳＤ４９０，第１５７・１６５・１９３図，図版１３３・１３４）

　調査区隅で検出したので，全体像は不明である。落ち込み状の遺構で，上から黄灰色粘土質シルト，

灰色粘土質シルトの順で，低い所には黒褐色粘土が堆積する。出土遺物には土師器，中世土師器（２６５・

２６６），珠洲，唐津がある。唐津は暗渠掘削に伴う混入と考える。中世土師器の時期は１４世紀である。

　５０１号溝（ＳＤ５０１，第１５７・１６５図）

　Ｂ地区南端で検出した北西方向に直線的に延びる溝である。埋土はＳＤ４８９とよく似た単層である。

ＳＢ８の関連する柱穴と重複し，これより新しい。出土遺物はない。

Ｄ　井　　　戸

　７７号井戸（ＳＥ７７，第１６６・１９３図，図版１３４）

　ＳＤ１の北側，単独で検出した円形の素掘りの井戸である。堆積状況を見ると，８・９層は炭化物

や腐植した植物が混じり，それより上位はⅢ層が粒状に混じっており，廃絶後に埋まった土と考えら

れる。断ち割りでの下層確認の結果，底はⅦ層まで達しており，その上のⅥ層であるしまりのない緑

灰色粘質土が帯水層と考えられる。遺物は中世土師器（２６７）と４層と８層から箸の断片（２６８）が

出土している。
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　有機物層（８層）から出土した井戸枠部材と推定する木片に対し，放射性炭素年代測定を実施した

結果，１１６５ＡＤ〜１２２０ＡＤ（１σ）の値となった注６。他の出土遺物からも考えて，遺構の時期は１３世

紀前半である。

　１２３号井戸（ＳＥ１２３，第１６６図）

　Ａ地区北西端で検出した円形の素掘りの井戸である。堆積状況は１〜３層にⅢ層がブロック状に混

じる土が堆積し，最下層には腐植した植物と水分を多く含んだ灰色シルトが堆積する。ＳＥ７７に比べ

層が単純なことから，これより短期間で埋まったと推察する。下層から珠洲が出土している。

　最下層（４層）から出土した種実を放射性年炭素代測定した結果，１１６５ＡＤ〜１２２０ＡＤ（１σ）と

なり注６，ＳＥ７７と同時期の年代を示した。出土遺物と照らし合わせても，この井戸も同じ１３世紀前半

頃と考える。

　４５９号井戸（ＳＥ４５９，第１６６・１９３図，図版１２１・１３４・１４０・１６０）

　ＳＢ８の北方，不整形の土坑を掘削中に検出面から３０㎝下で底のない曲物を検出した。曲物の設置

状況から井戸と判断したが，検出面から非常に浅いこと，井戸側の痕跡がないことなど井戸と決定付

ける材料が少なく，別の種類の遺構の可能性がないわけではない。遺物は曲物の中から珠洲，円形板

（２７１）が出土している他，中世土師器（２６９），漆器（２７０），鉄鍋（２７２）が出土している。２７０は総黒

色系漆皿で，材はブナ属である。体部下半が削り込まれ，底部外面は露胎。時期は１３世紀。２７２は鋳

鉄製鍋の一部である。底部中央の破片で，外面に湯口痕の突起が残っている。底部外面には全体にベ

ンガラの付着が観察される。

Ｅ　土　　　坑

　４３号土坑（ＳＫ４３，第１６７・１９４図）

　ＳＤ４０の西で検出したわずかに南北に長い方形の土坑である。堆積土は上層が青灰色砂質土と黒色

粘土ブロックが混じり合う土，下層はそれに灰色シルトブロックが混じり炭化物や植物質の有機物を

多く含む土である。このようなブロック土が混じり合う土を埋土とする遺構は他にはなく，人為的に

埋めたような土である。より新しい時期の遺構の可能性もある。出土遺物には中世土師器，中国製青

磁，折敷底板（２９１）がある。２９１は長さ１６．５㎝，厚さは４㎜である。

　６６号・６８号・７６号土坑（ＳＫ６６・ＳＫ６８・ＳＫ７６，第１６７図）

　いずれもＳＤ１北側で検出した楕円形の土坑である。長径０．８６〜１．１０ｍ，短径０．６２〜０．９０ｍで，概

ね埋土は緑灰色粘質土と暗青灰色粘土が混じった土と灰色または暗灰色シルトである。ＳＫ６６の下層

には炭化物や樹木片が混じる。性格は不明である。遺物はＳＫ６８からのみ土師器が出土している。

　３１６号土坑（ＳＫ３１６，第１６７図）

　Ｂ地区北側東壁際で検出した円形の土坑である。埋土は２層に分かれ，下層中にレンズ状に炭化物

が堆積しているのが観察できた。周囲には遺構はなく，関連する遺構は調査区外にあると考えられ，

性格等は不明である。出土遺物はない。

　３４４号土坑（ＳＫ３４４，第１６７図）

　ＳＢ５の付属施設である。やや歪んだ方形で浅く掘り窪められている。小屋的性格のＳＢ５の整地

痕と考えている。重複するＳＢ４の柱穴より古い。出土遺物はない。

　３６０号土坑（ＳＫ３６０，第１６８・１９４・１９５図，図版１２１・１３３・１３４・１３６・１６０〜１６２）

　ＳＢ６の北方に位置する長径２．１ｍの楕円形の土坑である。検出面から約１０㎝の深さで曲物（３０５）

の上端を検出した。曲物は土坑の中央よりかなり南西に寄った位置にある。断面の堆積状況を見ると，
注６　第二分冊　自然科学分析　株式会社加速器分析研究所　「放射性炭素年代測定」
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２　遺構と遺物

当初深さ約４５㎝の円形の土坑の掘形を持つが，３層で約２５㎝埋まったか，又は埋められた後に曲物が

設置されて２層で埋め，最後に全体が１層で埋まった様子がわかる。曲物の高さは残りの良いところ

で約１５㎝前後，１段のみが残る。内部からは曲物底板片（２９２），曲物側板片（３０３・３０４），中世土師

器皿（２７３〜２８８）が出土し，その上面からは，珠洲（２８９・２９０），箸（２９３〜３０２），漆器などが出土し

ている。この遺構の性格は，当初その位置からＳＢ６の関連する遺構と考えていたが，曲物がこの土

坑に偶然このような状態で遺棄されただけか，それともこのような状態に設置された施設かで全く違

うものになってくる。観察用畦の設定位置が不適切で，どちらにでも判断できる堆積状況を示してお

り，明確な判断は下せなかった。曲物は直径約５５㎝，高さ１４．３㎝を測り，これが原形であれば盥のよ

うな用途であったのであろうか。曲物の底板は木釘で装着される。中世土師器は法量が９㎝代のもの

と１３㎝代のものにまとまる。時期は概ね１３世紀である。珠洲はⅡ期の鉢が出土している。箸はすべて

欠損しており，全形のわかるものはない。

　曲物底板（３０３）を放射性炭素年代測定した結果，１１５５ＡＤ〜１２２０ＡＤ（１σ）と周辺の建物の柱

のデータより古い値を示したが注７，最新の値を取れば矛盾はない。

　４００号土坑（ＳＫ４００，第１６８・１９５図，図版１３４）

　ＳＢ６の東縁で検出した円形の土坑である。ＳＢ６又は，ＳＢ７に関連する施設と考えるが，どち

らかは不明である。深さは約４０㎝，丸底風の掘形で，埋土は灰色粘土を中心にレンズ状に体積し，下

層には中央直径約４０㎝の円形の範囲にのみ炭化物が多く混じるオリーブ黒色粘土が堆積する。何らか

の遺物が遺存していた可能性がある。出土遺物は中世土師器（３０６）などがある。

　４５４号土坑（ＳＫ４５４，第１６７図）

　ＳＢ９の南東で検出した長方形の土坑である。主軸がＳＢ９の方向に沿っている。埋土は上層が黄

灰色粘質土にパックされ，下層には濃淡のある灰色粘土と明黄褐色砂質土が混じり合う土が堆積し，

底面近くには既に腐植していたが，編んだ筵状のものが敷かれていた。下層の埋土の状況はＳＫ４３に

少し似ている。遺構の性格は不明で，農作業等に関連する施設かとも考えられる。出土遺物には中世

土師器，珠洲がある。

　５１３号土坑（ＳＫ５１３，第１６６図，図版１２１）

　ＳＥ４５９に隣接する不整形な土坑で，切り合い関係で，ＳＥ４５９に負ける。埋土中からは珠洲がまと

まった形で出土しているが，図示できるものはなかった。

　５４２号土坑（ＳＫ５４２，第１６８・１９５図，図版１２１・１６２）

　トレンチ埋土除去中に検出した土坑である。撹乱と思い掘削を進めると，黒色漆の木製品（３０７）

が出土した。従って断面図は残せず，平面図のみの記録である。深さは約１６〜３０㎝，平面形は楕円形

である。３０７は内外面総黒色系漆塗りの角盆で，底部外面は露胎である。平面形は入り隅で，周縁を

浅く削って縁を作り出している。漆分析注８によれば，当遺跡の分析した漆器類は渋下地の普及タイプ

のものがほとんどだが，これはその中において上質なものである。材はケヤキ材で，時期は１３世紀。

　５４７号土坑（ＳＫ５４７，第１６８図 ）

　ＳＢ８の西で検出した円形の土坑である。上層では検出できず，下層で検出した。埋土の灰色粘土

が斑に混じり合う堆積状況から上層遺構と判断した。その位置からＳＢ８に関連する施設と考える。

注７　第二分冊　自然科学分析　株式会社加速器分析研究所　「放射性炭素年代測定」
注８　第二分冊　自然科学分析　漆器文化財科学研究所　「漆器の科学分析」　分析中において３０７は方形折敷と記載している。
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Ｆ　包含層出土遺物（第１９６〜２０１図３０８〜４４３，図版１３３・１３５〜１４１・１４６）　

　中世の遺物包含層からは，中世土師器（３０８〜３５５），中国製青白磁（３６２），中国製白磁（３５６・

３５７・３６３・３６４），中国製青磁（３５８〜３６１・３６５〜３７２・３７４），青花（３７３），山茶碗（３７５），瀬戸（３７６・

３７７・３７９），瀬戸美濃（３７８・３８０），珠洲（３８１〜４０５），八尾（４０６），石製品（４０７〜４１０），金属製品（４１１

〜４２２），羽口（４２３），銅銭（４２４〜４４３）がある。

　中世土師器はやや厚手で，口縁部を強くヨコナデされた口縁部は斜め上方に立ち上がり，断面が三

角形となるものと，器壁が薄く，低平で，口縁端部を丸く仕上げるものが多い。前者は口径６．５〜９

㎝の小型のものと，１０〜１２㎝の中型のものがある。後者も８〜９㎝前後のものと，１２〜１３㎝のものが

ある。いずれも１３世紀から１４世紀代のものであるが，前者のほうが新しい。中国製白磁は椀と小坏・

皿がある。椀は玉縁口縁の椀（３５６）と口禿げの椀（３５７）がある。３６３は口縁部が直線的に開く小坏か。

３６４は割高台の皿で，見込みには重ね焼きの跡が残る。中国製青磁は椀（３５８〜３６１・３６５〜３７０），皿か

（３７１），盤（３７２）がある。３５８は龍泉窯系の鎬蓮弁文の椀である。３６９は龍泉窯系青磁椀で，時期は１５

世紀前半以降である。３６２は青白磁の皿の小片か。３７３は青花の皿底部片。外面には唐草文，見込みに

は玉取り獅子文が描かれる。３７４は型づくりの青磁人物像の脚部片である。近県の出土例では福井県

一条谷朝倉氏遺跡がある注９。輸入陶磁器は１３世紀〜１４世紀代のものと１５世紀以降のものに分かれる。

３８０は瀬戸美濃の灰釉の皿で，高台内側に「木」の墨書が残る。珠洲は甕（３８１〜３８５），壺（３８６〜

３８８），鉢（３８９〜４０５）の各種が出土している。ほとんどがⅡ〜Ⅳ期に収まるが，３８５や３９６・４０１・４０５

はⅤ期以降となる。４０６は八尾の甕である。

　石製品は砥石（４０７〜４１０）がある。

　金属製品は刀子（４１１・４１２），鎹（４１３），釘（４１４），鉄鍋（４１８・４２０），羽釜（４１９），煙管（４１７），

鉄滓（４２１・４２２），銅銭（４２４〜４４３）がある。主な金属製品は金属分析を実施している注１０。刀子・鎹・

釘は砂鉄原料の鍛造品である。刀子は茎，あるいは刃部が欠損する。４１５は茎を有する木葉形の金属

製品である。片側は中央よりやや縁辺に向かって薄くなっているが，一方はやや厚く刃部を形成して

いないようである。形状から，槍状の金属製品かと推察したが，関の左右の角度が違うので，両関の

刀子の可能性もある。４１６は分析結果によれば，基部は厚さ約１㎜の板を丸めて筒状にし，尖端部分

は丸棒をヘラ状につぶして曲げてある。形状から轆轤カンナの指摘を受けている。先端の曲がった部

分を木地に当てて削ったと推定しているが，木地椀を削る轆轤鉋は強度を必要とする工具であるため，

基部がソケット式では強度に問題があると考える。しかし，射水市白石遺跡の出土例注１１では中空部分

に芯持ち丸木の柄を差し込んだ状態で出土した金属製品を鉇として報告している例もある。４１７は煙

管の雁首である。４１８〜４２０は鉄鍋・羽釜の破片である。４１８は底部片で湯口の痕跡が残り，ＳＥ４５９出

土鉄鍋と同様に，外面全体にベンガラが観察される。４１９は羽釜の鍔部分，４２０は鍋の体部片か。ＳＥ

４５９出土のものと合わせてこの４点は，分析結果から共通の素材が使用された可能性が高いとされて

いる。銅銭は「開元通寳」から「寛永通寳」まで１２種類出土している。４２７は南唐の渡来銭で，篆書

体の「唐國通寳」である。「淳化元寶」から「紹聖元寳」までは北宋の渡来銭である。４４３の「寛永通

寳」は，背面に「文」の字が鋳込まれた通称「文銭」である。

注９　石川ゆずは　２００４「青磁人物像（燭台）について－惣領野際遺跡出土資料の紹介を兼ねて－」『紀要　富山考古学研究』第７号　財団法人富山県文化振興財団
注１０　第二分冊　自然科学分析　JFEテクノリサーチ株式会社　「鉄製品等分析」　
注１１　小杉町教育委員会　１９９４『小杉町白石遺跡発掘調査報告』 
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２　遺構と遺物

第１５０図　惣領野際遺跡　遺構全体図　（１：４００）
Ａ地区　縄文・弥生時代



SK620

SK613

SK615
SK617

SK616

SD618

SD642

SD643

SD644

SK610

SD601

7.10

7.70

7.80

7.70

7.60

7.50

7.00

7.00

7.10

7.00

7.10

7.00

7.10

7.0
0

7.10

7.10

7.00

7.10

7.00

7.10

7.40

7.30 7.30

7.40

7.50

7.50

7.10

7.20

7.40

7.30

7.30

7.40

7.40 7.40

7.40

7.40

7.50

7.30

7.30

7.40

7.60

7.50

7.60

7.50

7.60

7.60

7.80

7.80

7.80

7.80

7.80

7.80

7.80

7.80

7.80

7.80
7.80

7.80

7.60

7.60

7.60

7.80

7.50

7.60

7.10
X70X70
Y70

X70
Y60

X60
Y70

X60
Y60
X60
Y60

X60
Y50

X50
Y70

X50
Y60
X50
Y60

X40
Y70
X40
Y70

X40
Y60
X40
Y60

X30
Y70
X30
Y70

X30
Y60
X30
Y60

X20
Y70

X40
Y80
X40
Y80

X30
Y80

X20
Y80

a’

a

a’

a

a’

a

b’

b

a’
a

0 1：400 20m

第１５１図　惣領野際遺跡　遺構全体図
　　　　（１：４００）

Ｂ地区　古墳時代
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２　遺構と遺物

第１５２図　惣領野際遺跡　縄文・弥生時代遺構実測図
SD２０１　SK２６４



SD250

SK264

凹石（31）

凹石（30）

縄文土器（24）

自然木

1

1

1

2

2

3

3 3

5

5

5

4

4

1

縄文土器（23）

1

4

2

3

X90
Y44

X89
Y43

X89
Y42

X90
Y42

X91
Y42

a’

a

6.70m

a a’

6.70m
a a’

6.70m
b b’

　SD250
1. N3/0 暗灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土40％粒状に混,
 炭化物φ3㎜2％混）

　SD235
1.  N4/0 灰色粘土（7.5Y4/1 灰色粘土50％ブロック状に混,炭化物φ1～3㎜5％混）　a-a’断面は有機物5％混
2.  7.5Y3/1 オリーブ黒色粘土（炭化物φ2～5㎜7％混）　a-a’断面は有機物10％混
3.  N3/0 暗灰色粘土（7.5Y4/1 灰色粘土7％混）
4.  5Y4/1 灰色粘土（7.5Y4/1 灰色粘土40％ブロック状に混,炭化物φ2～5㎜3％混）
5. N3/0 暗灰色粘土（7.5Y4/1 灰色粘土30％粒状に混,炭化物φ2㎜4％混）

0 1：40 2m

21

第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１５３図　惣領野際遺跡　縄文・弥生時代遺構実測図
１・２．SD２３５　３．SD２５０・SK２６４　４．SD２５０
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２　遺構と遺物

第１５４図　惣領野際遺跡　古墳時代遺構実測図
１．SD６０１　２．SD６１８　３．SD６４３　４・５．SD６４４
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１５５図　惣領野際遺跡　古墳時代遺構実測図
１．SK６１０　２．SK６１３　３．SK６１５　４．SK６１６　５．SK６１７　６．SK６２０
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２　遺構と遺物

第１５６図　惣領野際遺跡　遺構全体図（１：４００）
Ａ地区　中世
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第１５７図　惣領野際遺跡　遺構全体図
　　　　（１：４００）

Ｂ地区　中世



　SP309
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,
 炭化物40％・酸化鉄30％混）
2. 炭化物層（5Y4/1 灰色粘土30％混）
3. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y4/1 灰色粘土10％・
 10Y4/1 灰色砂質土混,炭化物20％混）

　SP317
1. 7.5Y5/1 灰色粘土
2. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混）

　SP329
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1
 灰色粘土混）

　SP315
1. 5Y4/1 灰色粘土
 （7.5Y5/1 灰色粘土混）

　SP325
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1
 灰色粘土混,炭化物50％混）

　SP334
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土
 混,炭化物10％・酸化鉄30％混）

　SP312
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1
 灰色粘土混）

　SP311
1. 炭化物層（2.5Y3/1 黒褐色粘土10％混,
 酸化鉄混）

　SP332
1. 炭化物層（2.5Y2/1 黒色粘土・
 7.5Y5/1 灰色粘土ブロック状に混,
 酸化鉄混）
2. 5Y4/1 灰色粘土（炭化物50％混）

　SP342
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1
 灰色粘土混）
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２　遺構と遺物

第１５８図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
１．SB１　２．SB２　３．SB３〜SB５
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　SD347
1. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（酸化鉄・白色粒混）
2. 7.5Y4/1 灰色粘土 

　SP390
3. 5Y4/1 灰色粘土（白色粒混）

　SP391
4. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（酸化鉄・白色粒混）
5. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土ブロック
 状に混,炭化物40％混）
6. 7.5Y5/1 灰色粘土
7. 5Y4/1 灰色粘土

　SP388
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,
 酸化鉄20％・炭化物・白色粒混）

　SP385
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,炭化物混）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１５９図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
SB６
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　SP371
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,酸化鉄10％・
 炭化物・白色粒混）

　SP380
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,酸化鉄20％混）

　SP398
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,酸化鉄30％混）

0 1：20（遺物） 1m

0

0 1：40 1m（柱穴断面）

1：100 4m

1 柱

1

1 1

柱

11

礎板

礎板

礎板

礎板

礎板

礎板

SP350

SP398

SP405

SP406

SP407

SP371

SK400
SP530 SP515

SP398

SP538

SP451

SP541

SP410

SP537
SP397SP452

SP404

SP518

SP412
SP413

SP414

SP419

SP514

SP406SP405 SP407

SP408

SB7
SP516SP531

SP358
SP536

SP535

SP350
SP353

SP357

SP376
SP378

SP380

28

２　遺構と遺物

第１６０図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
SB７
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　SP465
1. 5Y4/1 灰色粘土（炭化物・酸化鉄混）
2. 7.5Y5/1 灰色粘土（5Y4/1 灰色粘土20％
 ブロック状に混,炭化物混 ）

　SP483
1. 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト
  （7.5Y5/1 灰色粘土混,
 炭化物10％・酸化鉄混）
2. 2.5Y2/1 黒色炭化物層
3. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色
 粘土30％混,炭化物混）

　SP497
1. 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト
  （7.5Y5/1 灰色粘土混,酸化鉄20％混）

　SP472
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色
 粘土40％混,酸化鉄10％混）
2. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（7.5Y5/1
 灰色粘土混,炭化物混）
3. 2.5Y2/1 黒色炭化物層

　SP496
1. 7.5Y5/1 灰色粘土（5Y4/1 灰色粘土混,
 炭化物・酸化鉄混）
2. 2.5Y4/1 黄灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土10％
 ブロック状に混,炭化物10％・酸化鉄10％混）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１６１図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
SB８　SA１・SA２
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　SP442
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,
 酸化鉄10％・炭化物混）

　SP443
2. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,
 酸化鉄10％・白色粒混）

　SP446
1. 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト（2.5Y5/1 黄灰色粘土・
 2.5Y7/6 明黄褐色砂質土混,酸化鉄混）

　SP447
1. 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト（2.5Y5/1 黄灰色粘土・
 2.5Y7/6 明黄褐色砂質土混,酸化鉄・白色粒混）
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２　遺構と遺物

第１６２図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
SB９
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　SD30
1. 10BG4/1 暗青灰色粘質土（砂混,炭化物・酸化鉄混）
2. 5PB3/1 暗青灰色粘土（10BG4/1 暗青灰色粘質土ブロック状に混,炭化物・酸化鉄混）
3. 5Y4/1 灰色粘土質シルト（炭化物・酸化物・白色粒混）
4. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,酸化鉄20％混,炭化物・白色粒混）
5. 5Y4/1 灰色粘土（炭化物混）
6. 5Y4/1 灰色粘土（10YR6/1 褐灰色粘土混）

　SD1
1. 10YR5/2 灰黄褐色粘質土（10GY6/1 緑灰色粘質土粒状に混,炭化物・酸化鉄混）
2. 10YR3/2 黒褐色粘質土（10GY6/1 緑灰色粘質土粒状に混,自然木・炭化物・酸化鉄混）
3. 10YR5/2 灰黄褐色粘質土（10GY6/1 緑灰色粘質土粒状に混,炭化物・酸化鉄・白色粒混）
4. 10YR3/1 黒褐色粘質土（砂混,有機物・自然木混）

　SD30
5. 10BG4/1 暗青灰色粘質土（砂混,炭化物・酸化鉄混）
6. 5PB3/1 暗青灰色粘土（10BG4/1 暗青灰色粘質土ブロック状に混,炭化物・酸化鉄混）

　SD40
1. 5PB3/1 暗青灰色粘土（下位にⅢ層土ブロック状に混,炭化物・酸化鉄混）
2. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,酸化鉄70％混）
3. 5Y5/1 灰色粘土（白色粒混）
4. 7.5Y5/1 灰色粘土（炭化物混）

 SD1
1. 7.5Y4/1 灰色シルト（10GY6/1 緑灰色粘質土ブロック状に混,炭化物・酸化鉄・自然木・白色粒混）
2. 5PB3/1 暗青灰色粘質土（7.5Y4/1 灰色シルトブロック状に混,自然木・白色粒混）
3. 10YR3/1 黒褐色粘質土（10GY6/1 緑灰色粘土ブロック状に混・砂混,有機物・自然木混）
4. 10YR3/1 黒褐色粘質土（砂混,有機物・自然木混）　a-a’断面図の4に対応
5. 10YR4/1 褐灰色粘質土 

 SD1
1. 7.5Y4/1 灰色シルト（10GY6/1 緑灰色粘質土ブロック状に混,
 自然木・炭化物・酸化鉄・白色粒混）　b-b’断面図の1に対応
2. 7.5Y4/1 灰色シルト（砂50％帯状に混,炭化物混）　倒木痕
3. 2.5Y2/1 黒色粘質土（Ⅲ層土ブロック状に混,炭化物混）
4. 2.5Y2/1 黒色粘質土（Ⅲ層土粒状に混,炭化物混）
5. 10YR3/1 黒褐色粘質土（砂混,有機物・自然木混）　a-a’断面図の4に対応
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１６３図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
１．SD１・SD３０　２・３．SD１　４〜６．SD３０　７〜９．SD４０
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b b’ 　SD50

1. 5PB3/1 暗青灰色粘質土（Ⅲ層土ブロック状に混,
 炭化物・酸化鉄・白色粒混）
2. 10G5/1 緑灰色砂質土（5PB3/1 暗青灰色粘質土・砂混,酸化鉄・白色粒混）
3. N2/0 黒色シルト 
4. 7.5YR6/1 褐灰色砂質土（酸化鉄混）
5. 5B5/1 青灰色砂質土（炭化物・酸化鉄・白色粒混）

　SD304
1. 5Y4/1 灰色粘土質シルト（炭化物・白色粒混） 
2. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土ブロック状に混）
3. 炭化物層（5Y4/1 灰色粘土40％混） 
4. 炭化物層（5Y4/1 灰色粘土・7.5Y5/1 灰色粘土ブロック状に混,
 酸化鉄混）

　SD347
1. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（酸化鉄20％・白色粒混） 
2. 7.5Y4/1 灰色粘土（炭化物混）
3. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,炭化物混）
4. 7.5Y5/1 灰色粘土（白色粒混）
5. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（2.5Y6/8 明黄褐色シルト10％混）
6. 7.5Y4/1 灰色粘土（炭化物10％・酸化鉄混）

　SD346
1. 7.5Y5/1 灰色粘土質シルト
  （炭化物・酸化鉄・白色粒混）

　SD301
1. 7.5Y4/1 灰色粘土（酸化鉄・白色粒混）
2. 7.5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土ブロック状に混,炭化物・白色粒混）
3. 5Y4/1 灰色粘土（炭化物混）
4. 5Y4/1 灰色粘土（10Y6/1 灰色粘土ブロック状に混）
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２　遺構と遺物

第１６４図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
１・２．SD５０　３〜５．SD３０１　６〜８．SD３０４　９．SD３４６　１０〜１３．SD３４７
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１６５図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
１〜３．SD４０１　４．SD４５８　５・６．SD４８８　７〜９．SD４８９　１０．SD４９０　１１．SD５０１
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　SE77
1.  10YR4/1 褐灰色粘質土（Ⅲ層土混,炭化物・酸化鉄混）
2. 5Y4/1 灰色シルト（Ⅲ層土粒状に混,炭化物混）
3. 5Y4/1 灰色シルト（Ⅲ層土混）
4. 5PB3/1 暗青灰色シルト（Ⅲ層土粒状に混,炭化物混）
5.  5PB3/1 暗青灰色シルト（Ⅲ層土混）
6. N3/0 暗灰色シルト（Ⅲ層土粒状に混）　
7. 5BG6/0 青灰色粘質土（N3/0 暗灰色シルト粒状に混,炭化物混）
8. 5YR2/1 黒褐色有機質土（炭化物混）　
9. 2.5Y5/1 黄灰色有機質土　

　SE123
1. 10YR4/1 褐灰色粘土（下位にⅢ層土ブロック状に混,炭化物混）
2. 10YR4/1 褐灰色粘土（Ⅲ層土ブロック状に混,炭化物混）
3. 5PB3/1 暗青灰色粘質土（Ⅲ層土ブロック状に混）
4. 5B4/1 灰色シルト（有機物混）

　SE459
1. 2.5Y4/1 黄灰色粘土（酸化鉄20％・炭化物10％混）
2. 2.5Y4/1 黄灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土50％混,炭化物・酸化鉄混）
3. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土50％混,炭化物10％・酸化鉄10％混）
4. 5Y4/1 灰色粘土（炭化物20％・酸化鉄混）
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２　遺構と遺物

第１６６図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
１．SE７７　２．SE１２３　３．SE４５９・SK５１３



1

1

1 1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

3

木

3

3

　SK316
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,
　炭化物・酸化鉄混）
2. 5Y4/1 灰色粘土（炭化物混）
3. 炭化物層

　SK454
1. 2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト（酸化鉄・白色粒混）
2. 7.5Y5/1 灰色粘土（5Y4/1 灰色粘土30％・2.5Y7/6 明黄褐色砂質土20％混）

　SK344
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混）
 

　SK68
1. 7.5YR3/4 暗褐色砂質土
2. 7.5GY6/1 緑灰色粘質土（N3/0 暗灰色粘土ブロック状に混,
 炭化物・酸化鉄・白色粒混）
3. N3/0 暗灰色シルト

　SK76
1. 5Y4/1 灰色シルト（5PB3/1 暗青灰色粘質
 土ブロック状に混,自然木・炭化物・酸化
 鉄・白色粒混）
2.  5Y4/2 灰オリーブ色シルト（5B6/1 青灰色
 粘土ブロック状に混）
3.  5Y4/1 灰色シルト（5G5/1 緑灰色シルト混,
 白色粒混）

　SK66
1. 10GY6/1 緑灰色シルト（5PB3/1 暗青灰色粘土ブロック状に混,自然木・白色粒混）
2. N4/0 灰色シルト（10GY6/1 緑灰色シルトブロック状に混,自然木・炭化物・白色粒混）

　SK43
1. 5BG6/1 青灰色砂質土（10YR2/1 黒色粘土ブロック状に混,炭化物・酸化鉄・白色粒混）
2. 5BG6/1 青灰色砂質土（10YR2/1 黒色粘土・5Y4/1 灰色シルトブロック状に混,自然木・
 炭化物・酸化鉄・白色粒混）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１６７図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
１．SK４３　２．SK６６　３．SK６８　４．SK７６　５．SK３１６　６．SK３４４　７．SK４５４
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　SK547 
1. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土10％ブロック状に混,酸化鉄20％・
 炭化物10％混）
2. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y4/1 灰色粘土質シルト10％混,炭化物10％・酸化鉄混）
3. 7.5Y4/1 灰色粘土質シルト
4. 5Y4/1 灰色粘土
5. 5Y5/1 灰色粘土
6. 5Y4/2 灰オリーブ色粘土（炭化物混）
7. 7.5Y4/1 灰色粘土質シルト（炭化物10％混）
8. 5Y2/1 黒色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土10％混）
9. 5Y4/1 灰色粘土 　　

　SK400
1. 2.5Y4/1 黄灰色粘土（5Y6/1 灰色粘土混,酸化鉄40％混）
2. 5Y4/1 灰色粘土（酸化鉄60％混）
3. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土ブロック状に混,酸化鉄50％・炭化物混）
4. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y6/1 灰色粘土ブロック状に混,酸化鉄混）
5. 5Y3/1 オリーブ黒色粘土（炭化物50％混）

　SK360
1. 5Y4/1 灰色粘土（炭化物20％・酸化鉄10％・白色粒混）
2. 5Y4/1 灰色粘土（酸化鉄10％・炭化物・白色粒混）
3. 5Y4/1 灰色粘土（7.5Y5/1 灰色粘土混,炭化物混）

0 1：40 2m

0 1：20（SK360・遺物） 1m

1

2

3

4

36

２　遺構と遺物

第１６８図　惣領野際遺跡　中世遺構実測図
１．SK３６０　２．SK４００　３．SK５４２　４．SK５４７
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１６９図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD２０１
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２　遺構と遺物

第１７０図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD２０１（１４〜２１）　SD２５０（２２〜２４）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１７１図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（２５〜２９　1/3，３０・３１　1/8）
SD２０１（２５〜２９）　SK２６４（３０・３１）
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２　遺構と遺物

第１７２図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD２０１
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１７３図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD２０１



SD201

54

58

60

59

55

57
56

61

0 40cm１：8

42

２　遺構と遺物

第１７４図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD２０１
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１７５図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD２０１
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２　遺構と遺物

第１７６図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD２０１
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１７７図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD２３５（７１・７２）　包含層（７３〜８０）
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２　遺構と遺物

第１７８図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/3）
包含層
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１７９図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD６４２（８６〜９０）　SD６４３（９１〜１０２）　SD６４４（１０３・１０４）
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２　遺構と遺物

第１８０図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD６４４
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１８１図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
SD６４４（１２１〜１２８）　SK６１７（１２９）
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２　遺構と遺物

第１８２図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD６０１
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第１８３図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD６０１
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２　遺構と遺物

第１８４図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD６０１
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第１８５図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD６０１
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２　遺構と遺物

第１８６図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD６０１
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第１８７図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/8）
SD６０１
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２　遺構と遺物

第１８８図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
包含層
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第１８９図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
包含層
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２　遺構と遺物

第１９０図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（２１６・２１７・２１９　1/3，２０９〜２１５　1/4，２１８　1/8）
包含層
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第１９１図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（２２０〜２２４・２３０　1/3，２２５〜２２９　1/4，２３１〜２３６　1/8）
SB３ SP３２３（２２３）　SP３３０（２２４）・SP３３１（２３１）
SB６ SP３８２（２２５）　SP３８７（２２７・２３０）・SP３８８（２３２）・SP３９５（２２８）・SP５２３（２３３）・SP５２５（２３４）
SB７ SP４１０（２２０）　SP５３０（２３５）　SB８ SP４８２（２２９）　SP４８３（２２２・２２６）・SP４９５（２２１）　SA１ SP５１９（２３６）
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２　遺構と遺物

第１９２図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（２３７〜２３９・２４１〜２４３・２４８〜２５４・２５９　1/3，２４０・２４４〜２４７・２５５〜
２５８　1/4）
SD１（２３７〜２４０）　SD３０（２４１〜２４５）　SD４０（２４６・２４７）　SD３０１（２４８〜２５９）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１９３図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（２６５〜２６７・２６９・２７０・２７２　1/3，２６０〜２６４・２６８・２７１　1/4）
SD３０４（２６０〜２６３）　SD３４６（２６４）　SD４９０（２６５・２６６）　SE７７（２６７・２６８）　SE４５９（２６９〜２７２）
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２　遺構と遺物

第１９４図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（２７３〜２８８　1/3，２８９〜３０２　1/4）
SK４３（２９１）　SK３６０（２７３〜２９０・２９２〜３０２）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１９５図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（３０６　1/3，３０３・３０４・３０７　1/4，３０５　1/8）
SK３６０（３０３〜３０５）　SK４００（３０６）　SK５４２（３０７）
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２　遺構と遺物

第１９６図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/3）
包含層
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１９７図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/3）
包含層
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２　遺構と遺物

第１９８図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
包含層
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第１９９図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/4）
包含層
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２　遺構と遺物

第２００図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/3）
包含層
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第２０１図　惣領野際遺跡　遺物実測図　（1/1）
包含層
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２　遺構と遺物

第１７表　惣領野際遺跡　建物一覧

建物 種別 桁行（ｍ） 梁行（ｍ） 面積
（㎡） 棟方位 柱穴規模

径（ｍ）
柱穴規模
深さ（ｍ）

柱間距離
桁（ｍ）

柱間距離
梁（ｍ） 出土遺物 時期 詳細時期 挿図 写真

図版
SB1 東西棟

側柱
2間 4.11 1間 3.67 15.08 Ｎ－83°－Ｅ 0.20〜0.38 0.25〜0.46 2.02〜2.23 3.67 中世 158

SB2 東西棟
側柱

2間 3.87 1間 3.35 12.96 Ｎ－87°－Ｅ 0.23〜0.37 0.31〜0.38 1.72〜2.06 3.31〜3.38 中世 158

SB3 東西棟
総柱

3間 5.71 2間 4.19 23.92 Ｎ－3°－Ｅ 0.18〜0.44 0.22〜0.42 1.75〜2.02 1.95〜2.20 中世土師器，漆器（223），
柱（231），礎板，砥石（224）

中世 13C〜14C 158 118

SB4 東西棟
総柱

3間 6.45 （2間）4.46 28.77 Ｎ－3°－Ｅ 0.22〜0.40 0.23〜0.58 1.99〜2.24 2.07 中世土師器 中世 13C〜14C 158 118

SB5 東西棟 1間 2.65 1間 2.32 6.15 Ｎ－77°－Ｗ 0.17〜0.29 0.24〜0.40 2.54〜2.75 2.31〜2.34 中世土師器，柱 中世 158 118
SB6 南北棟

総柱
4間 9.89 3間 7.58 74.97 Ｎ－８°－Ｅ 0.27〜0.59 0.15〜0.40 1.79〜3.04 1.89〜3.25 土師器，中世土師器，珠洲

（225），礎板，箸（227・228），
柱（232〜234），板材，棒材，
鉄鏃（230）

中世 159 118

SB7 東西棟
総柱

（片廂）

4間 8.27 4間 8.22 67.98 Ｎ－13°－Ｅ 0.22〜0.87 0.08〜0.51 1.91〜2.27 1.99〜2.69
（廂1.56〜1.73）

中世土師器（220），柱（235），
礎板

中世 160 118

SB8 南北棟
総柱

5間 10.87 4間 8.25 89.68 Ｎ－２°－Ｅ 0.20〜0.40 0.10〜0.46 1.82〜2.22 2.00〜2.35 中世土師器（221・222），
珠洲（226），漆器，箸（229），
柱，礎板，砥石

中世 161 119

SB9 東西棟
総柱

2間 4.72 2間 4.34 20.48 Ｎ－72°－Ｗ 0.17〜0.40 0.08〜0.34 2.03〜2.61 2.08〜2.29 礎板 中世 162 120

第１８表　惣領野際遺跡　柱穴一覧（１）

建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SB1 SP87 A－SP87 円 0.26 0.24 0.25
SP88 A－SP88 円 0.30 0.29 0.44
SP89 A－SP89 円 0.38 0.30 0.46
SP112 A－SP112 円 0.26 0.25 0.26
SP113 A－SP113 円 0.21 0.20 0.27

SB2 SP33 A－SP33 楕円 0.37 0.32 0.38
SP34 A－SP34 円 0.37 0.24 0.32
SP35 A－SP35 円 0.31 0.28 0.36
SP36 A－SP36 円 0.26 0.24 0.32
SP37 A－SP37 円 0.28 0.23 0.34
SP38 A－SP38 円 0.28 0.28 0.31

SB3 SP306 B－SP06 円 0.23 0.18 0.33
SP313 B－SP13 円 0.24 0.20 0.22
SP317 B－SP17 楕円 0.44 0.27 0.42 柱 158
SP318 B－SP18 円 0.33 0.28 0.31 中世土師器
SP320 B－SP20 円 0.25 0.25 0.27
SP323 B－SP23 円 0.33 0.24 0.26 中世土師器，漆器（223） 樹種同定，漆分析
SP329 B－SP29 円 0.35 0.30 0.25 礎板 158
SP330 B－SP30 円 0.39 0.31 0.32 砥石（224） 石材鑑定
SP331 B－SP31 円 0.40 0.30 0.31 柱（231） 樹種同定，放射性炭素年代

（SP335） B－SP35 円 0.24 0.23 0.16
（SP340） B－SP40 楕円 0.24 0.15 0.25
（SP341） B－SP41 円 0.27 0.23 0.20

SB4 SP309 B－SP09 円 0.24 0.22 0.58 中世土師器 158
SP315 B－SP15 楕円 0.34 0.25 0.26 158
SP325 B－SP25 円 0.37 0.31 0.36 158
SP334 B－SP34 円 0.27 0.25 0.42 158
SP336 B－SP36 円 0.38 0.34 0.29
SP338 B－SP38 円 0.34 0.34 0.35
SP343 B－SP43 円 0.40 0.35 0.23 ＞SK344

SB5 SP311 B－SP11 円 0.22 0.17 0.24 158
SP312 B－SP12 円 0.20 0.20 0.28 中世土師器 158
SP332 B－SP32 円 0.28 0.26 0.40 158
SP342 B－SP42 円 0.29 0.26 0.24 柱 158

SB6 （SP359） B－SP59 楕円 0.53 0.46 0.41 土師器
SP361 B－SP61 隅丸方 0.42 0.36 0.35 礎板 159
SP362 B－SP62 円 0.30 0.29 0.23 礎板，板材 159 120
SP367 B－SP67 円 0.33 0.30 0.22
SP368 B－SP68 円 0.52 0.34 0.15 礎板
SP381 B－SP81 円 0.47 0.43 0.29 ＜SD347
SP382 B－SP82 円 0.36 0.33 0.32 珠洲（225）
SP384 B－SP84 円 0.29 0.27 0.18
SP385 B－SP85 円 0.42 0.31 0.28 柱 159
SP386 B－SP86 楕円 0.42 0.30 0.27 礎板
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SB6 SP387 B－SP87 円 （0.42） 0.36 0.28 土師器， 中世土師器， 箸（227），
礎板，鉄鏃か鑿（230）

＜SD347，樹種同定，金属分析 159

SP388 B－SP88 円 0.55 0.42 0.27 柱（232） 樹種同定，放射性炭素年代 159
SP389 B－SP89 円 0.32 0.30 0.24 礎板
SP390 B－SP90 円 0.59 0.46 0.38 礎板 ＜SP391 159

（SP391） B－SP91 楕円 0.40 0.39 0.41 中世土師器，礎板 ＞SP390，＜SD347，樹種同定 159 120
SP392 B－SP92 円 0.47 0.39 0.31 礎板
SP393 B－SP93 円 0.48 0.32 0.22 中世土師器，礎板，板材，棒材 159
SP394 B－SP94 － － － － ＜SD347，下層で位置のみ確認
SP395 B－SP95 円 0.52 0.43 0.40 箸（228），礎板 樹種同定
SP396 B－SP96 円 0.32 0.27 0.27 礎板，板材 159
SP523 B－SP223 － － － － 柱（233） 下層で柱の位置のみ確認，樹種同

定，放射性炭素年代
SP525 B－SP225 － － － － 柱（234） 下層で柱の位置のみ確認，樹種同

定，放射性炭素年代
SP528 B－SP228 － － － － 礎板 下層で礎板の位置のみ確認
SP529 B－SP229 － － － － 礎板か 下層で位置のみ確認

SB7 （SP350） B－SP50 楕円 0.42 0.30 0.47 礎板 160
（SP353） B－SP53 円 0.20 0.19 0.33
（SP357） B－SP57 円 0.32 0.32 0.37
（SP358） B－SP58 円 0.37 0.33 0.19
（SP371） B－SP71 円 0.34 0.25 0.28 中世土師器，柱 160
SP376 B－SP76 円 0.25 0.22 0.17 礎板 樹種同定，放射性炭素年代
SP378 B－SP78 円 0.37 0.29 0.08 礎板か
SP380 B－SP80 円 0.29 0.28 0.20 柱 160
SP397 B－SP97 楕円 0.27 0.27 0.26 礎板
SP398 B－SP98 円 0.40 0.40 0.18 礎板，柱 樹種同定 160
SP404 B－SP104 楕円 0.33 0.25 0.31
SP405 B－SP105 円 0.34 0.29 0.22 中世土師器，礎板 160 120
SP406 B－SP106 円 0.40 0.33 0.21 礎板 160
SP407 B－SP107 円 0.32 0.29 0.18 礎板 160 120
SP408 B－SP108 円 0.34 0.33 0.19
SP410 B－SP110 円 0.28 0.26 0.26 中世土師器（220）
SP412 B－SP112 円 0.30 0.26 0.15 礎板
SP413 B－SP113 円 0.37 0.33 0.17
SP414 B－SP114 円 0.29 0.29 0.16 断面に礎板の痕跡残す
SP419 B－SP119 円 0.31 0.27 0.14
SP451 B－SP151 円 0.30 0.29 0.35
SP452 B－SP152 楕円 0.87 0.45 0.51 中世土師器
SP514 B－SP214 円 0.28 0.26 0.20
SP515 B－SP215 円 0.41 0.38 0.18 礎板
SP516 B－SP216 円 0.34 0.28 0.24 中世土師器，礎板か
SP530 B－SP230 － － － － 柱（235） 下層で柱の位置のみ確認，樹種同

定，放射性炭素年代
SP531 B－SP231 － － － － 柱 下層で柱の位置のみ確認

（SP536） B－SP236 － － － － 礎板 下層で礎板の位置のみ確認
SP537 B－SP237 － － － － 礎板 下層で礎板の位置のみ確認
SP538 B－SP238 － － － － 礎板 下層で礎板の位置のみ確認
SP541 B－SP241 － － － － 礎板 下層で礎板の位置のみ確認

SB8 SP460 B－SP160 円 0.31 0.24 0.11 珠洲
SP462 B－SP162 円 0.22 0.20 0.20
SP463 B－SP163 円 0.30 0.27 0.13
SP464 B－SP164 円 0.26 0.26 0.16
SP465 B－SP165 円 0.28 0.28 0.27 161
SP467 B－SP167 楕円 0.25 0.20 0.32
SP468 B－SP168 楕円 0.40 0.27 0.10
SP469 B－SP169 円 0.30 0.29 0.31
SP470 B－SP170 円 0.30 0.30 0.24
SP471 B－SP171 円 0.30 0.30 0.40
SP472 B－SP172 円 0.27 0.26 0.32 中世土師器 161
SP473 B－SP173 円 0.31 0.29 0.42 漆器 樹種同定，漆分析
SP474 B－SP174 楕円 0.38 0.23 0.22
SP481 B－SP181 円 0.40 0.23 0.19
SP482 B－SP182 円 0.34 0.28 0.45 中世土師器， 珠洲， 箸（229）， 礎

板
樹種同定 161

SP483 B－SP183 円 0.33 0.30 0.46 中世土師器（222）， 珠洲（226）， 砥
石

161

SP484 B－SP184 円 0.31 0.29 0.24 柱
SP493 B－SP193 円 0.27 0.27 0.37

第１８表　惣領野際遺跡　柱穴一覧（２）
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２　遺構と遺物

建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SB8 SP494 B－SP194 円 0.26 0.26 0.12
SP495 B－SP195 円 0.21 0.20 0.27 中世土師器（221）
SP496 B－SP196 円 0.26 0.25 0.30 161
SP497 B－SP197 円 0.23 0.20 0.10 柱 樹種同定 161
SP510 B－SP210 円 0.23 0.21 0.20

SB9 SP440 B－SP140 円 0.28 0.27 0.10
SP443 B－SP143 円 0.33 0.29 0.15 礎板 162
SP444 B－SP144 楕円 0.36 0.30 0.23
SP445 B－SP145 楕円 0.29 0.17 0.11
SP446 B－SP146 円 0.37 0.31 0.08 礎板 ＞SD401 162 121
SP447 B－SP147 円 0.40 0.38 0.13 礎板 ＞SD401 162 121
SP448 B－SP148 円 0.32 0.26 0.15 ＞SD401
SP449 B－SP149 円 0.33 0.30 0.23

SA1 SP478 B－SP178 円 0.33 0.28 0.38 161
SP479 B－SP179 円 0.33 0.27 0.34
SP519 B－SP219 － － － － 柱（236） 下層で柱根の位置のみ確認，樹種

同定，放射性炭素年代
SA2 SP499 B－SP199 円 0.21 0.18 0.18 161

SP500 B－SP200 円 0.28 0.23 0.18
SP507 B－SP207 円 0.24 0.23 0.15
SP508 B－SP208 円 0.16 0.15 0.09 ＜SD501

第１９表　惣領野際遺跡　溝・自然流路一覧

遺構 旧遺構番号 種類
規模（ｍ）

出土遺物 時期 特記 挿図 写真
図版幅 深さ

SD1 A－SD01 溝 2.64〜3.00 0.82 須恵器，中世土師器（237･238），
中国製青磁（239），珠洲（240），
木製品，鉄滓

中世 ＞SD30・SD40 156・163

SD30 A－SD30
B－SD03

溝 0.76〜2.42 0.39 中 世 土 師 器（241〜243）， 珠 洲
（244･245）

中世 ＞SD50，＜SD１・
SD301

156・157
・163

SD40 A－SD40
B－SD02

溝 1.12〜1.77 0.52 珠洲（246・247） 中世 ＞SD50，＜SD１ 156・157
・163

SD50 A－SD50 溝 0.74〜3.74 0.76 土師器，須恵器，珠洲 中世 ＜SD30・SD40 156・164
SD201 A－SD201 自然流路 6.50〜9.96 1.36 縄文土器（1〜21），弥生土器（32

〜48），木製品（49〜70），石製
品（25〜29）

縄文晩期〜
弥生後期

＞SD250，樹種同定，
石材鑑定

150・152 116

SD235 A－SX228
A－SX234
A－SX235
A－SX236
A－SX238

自然流路 2.10〜7.50 0.40 弥生土器（71・72） 縄文晩期〜
弥生後期か

150・153

SD250 A－SD250 自然流路 1.12〜（1.96） 0.14 縄文土器（22〜24） 縄文以降 ＜SD201 153 116
SD301 B－SD01 溝 3.12〜3.80 0.79 土師器，中世土師器（248〜253），

中国製白磁（254），珠洲（255〜
258）， 越 中 瀬 戸， 土 錘（259），
板材，棒材，骨

中世（鎌倉
〜室町）

＞SD30，骨同定 157・164 118

SD304 B－SD04 溝 0.58〜4.10 0.29 土師器，中世土師器，珠洲（260・
261），木製品（262・263）

中世 樹種同定 157・164

SD346 B－SD46 溝 0.20〜0.30 0.06 珠洲（264） 中世 157・164 121
SD347 B－SD47 溝 0.80〜1.60 0.28 中世土師器，珠洲 中世（鎌倉） ＞SP381・SP387・SP391

・SP394（SB6）・SD401
157・159
・164

SD401 B－SD101 自然流路 0.80〜4.98 0.18 土師器，中世土師器，珠洲，棒材 中世 ＞SD458， ＜SP446〜
SP448（SB9）・SD347

157・165

SD458 B－SD158 溝 0.40〜0.50 0.24 中世 ＜SD401・SD488 157・165
SD488 B－SD188 溝 0.50〜1.59 0.27 中世土師器，中国製青磁，珠洲 中世 ＞SD458 157・165
SD489 B－SD189 溝 0.50〜1.10 0.23 珠洲 中世 157・165
SD490 B－SD190 自然流路 （9.10） 0.25 土師器，中世土師器（265･266），

珠洲，唐津
中世 157・165

SD501 B－SD201 溝 0.50〜0.99 0.22 中世 ＞SP508（SA2） 157・165
SD601 B－SD301 自然流路 4.40〜8.10 1.83 土師器，木製品（130〜168） 古墳前期 樹種同定，年輪年代，

放射性炭素年代
151・154 117

SD618 B－SD318 溝 0.40〜0.44 0.14 土師器 古墳前期 151・154
SD642 B－SD342 溝 0.50〜0.56 0.28 土師器（86〜90） 古墳前期 ＞SD643 151 117
SD643 B－SD343 自然流路 5.60〜8.00 0.20 土師器（88・91〜102・112） 古墳前期 ＜SD642 151・154
SD644 B－SD344 溝 1.30〜2.02 0.32 土師器（103〜128） 古墳前期 151・154

第１８表　惣領野際遺跡　柱穴一覧（３）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第２０表　惣領野際遺跡　井戸一覧

遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細時期 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SE77 A－SK77 円 1.25 1.22 1.59 中世土師器（267），箸（268），
井戸枠

中世 13C前半 樹種同定，放射性炭素年代 166

SE123 A－SE123 円 1.45 1.41 1.33 珠洲，種実 中世 13C前半 放射性炭素年代 166

SE459 B－SE159 不整 2.35 1.14 0.41 中世土師器（269），珠洲，漆
器 皿（270）， 円 形 板（271），
曲物，鉄鍋（272）

中世 ＞SK513，樹種同定，漆分析，
金属分析

166 121

第２１表　惣領野際遺跡　土坑・柱穴一覧

遺構 旧遺構番号 種類 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SK43 A－SK43 土坑 方 2.50 2.44 0.66 中世土師器，中国製青磁，
折敷底板（291）

中世 樹種同定 167

SK66 A－SK66 土坑 楕円 1.10 0.90 0.65 中世 167

SK68 A－SK68 土坑 楕円 0.90 0.76 0.44 土師器 中世 167

SK76 A－SK76 土坑 楕円 0.86 0.62 0.57 中世 167

SK264 A－SK264 土坑 円 0.65 － 0.28 凹石（30・31） 中世 石材鑑定 150・
152・153

SK316 B－SK16 土坑 円 0.94 0.77 0.51 中世 167

SP321 B－SP21 柱穴 円 0.27 0.27 0.23 柱 中世 ＳＢ3・4範囲内，樹種同
定

157

SK344 B－SK44 土坑 不整 2.33 2.05 0.10 中世 ＜SP343（SB４） 167

SK360 B－SK60 土坑 楕円 2.10 1.70 0.47 中世土師器（273〜288），珠
洲（289･290），箸（293〜302），
曲物側板，曲物底板（303〜
305），円形板か（292），漆器，
板材，棒材

中世 樹種同定，放射性炭素年
代

168 121

SK400 B－SK100 土坑 円 1.20 1.03 0.44 中世土師器（306），棒材 中世 樹種同定 168

SP403 B－SP103 柱穴 円 0.26 0.25 0.26 柱 中世 ＳＢ6近辺，樹種同定 157

SK454 B－SK154 土坑 不整 2.75 2.28 0.36 中世土師器，珠洲 中世 167

SP485 B－SP185 柱穴 円 0.39 0.37 0.30 柱 中世 樹種同定 157

SK512 B－SP212 土坑 円 0.28 0.27 0.24 中世 157・165

SK513 B－SK213 土坑 不整 1.06 0.46 0.49 珠洲 中世 ＜SK459 166 121

SP518 B－SP218 柱穴 円 0.18 0.17 0.15 柱 中世 ＳＢ7範囲内，樹種同定 157

SP521 B－SP221 柱穴 － － － － 柱 中世 下層で柱根の位置のみ確
認，樹種同定，放射性炭
素年代

157

SP535 B－SP235 柱穴 － － － － 柱 中世 下層で柱根の位置のみ確
認，ＳＢ7近辺，樹種同定

157

SK542 B－SK242 土坑 楕円 0.67 0.47 0.27 漆器盆（307），漆器椀 中世 樹種同定，漆分析 168 121

SK547 B－SK247 土坑 円 0.94 0.76 0.50 中世 168

SK610 B－SK310 土坑 円 1.42 1.32 0.10 古墳前期 155

SK613 B－SK313 土坑 楕円 1.53 1.19 0.15 土師器 古墳前期 155

SK615 B－SK315 土坑 円 1.22 1.02 0.10 土師器 古墳前期 155

SK616 B－SK316 土坑 円 1.42 1.10 0.09 土師器 古墳前期 155

SK617 B－SK317 土坑 不整 2.16 2.10 0.12 土師器（129） 古墳前期 155

SK620 B－SK320 土坑 不整 1.41 1.32 0.08 土師器 古墳前期 155 117
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２　遺構と遺物
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
173 49 147 SD201 X102Y53 刳物桶 16.3 （12.7） 1.7 スギ 刳物 樹種同定１
173 50 116・

147
SD201 X93Y46 刳物桶 25.9 （13.5） 2.2 スギ 刳物 内面黒色塗彩　樹種同

定２
173 51 148 SD201 X116Y50 円形板 29.3 （15.4） 2.0 スギ 板目 樹種同定３
173 52 148 SD201 X110Y50 杓子形 39.8 8.6 1.7 スギ 板目 樹種同定４
173 53 148 SD201 X115Y47 鞘 （10.4） （3.9） 0.8 ヤマグワ 底が板目 樹種同定５
174 54 149 SD201 X118Y50 槽 （99.8）（10.8） 5.2 スギ 二次被熱　樹種同定６
174 55 149 SD201 X102Y53 舟形容器 （43.7） （6.0） 1.3 スギ 底が板目 樹種同定７
174 56 149 SD201 X104Y51上層 不明部材 （54.6） 6.4 2.2 スギ 追柾 樹種同定８
174 57 149 SD201 X115Y50 不明部材 23.5 3.6 0.7 スギ 追柾 樹種同定９
174 58 SD201 X93Y43 棒材 （93.4） 2.5 2.4 スギ 削出丸棒 樹種同定10
174 59 150 SD201 X105Y50上層 板杭 （38.5） （7.7） 1.6 スギ 板目 樹種同定11
174 60 149 SD201 X94Y47中層 棒材 142.4 2.0 1.8 スギ 削出丸棒 樹種同定12
174 61 149 SD201 X93Y46上層 不明部材 （32.2） （4.1） 0.9 スギ 板目 樹種同定13
175 62 150 SD201 X112Y49 不明部材 62.9 8.8 3.1 スギ 追柾 一面黒漆付着　二次被

熱　樹種同定14
175 63 150 SD201 X115Y47 不明部材 61.2 10.4 2.0 スギ 板目 樹種同定15
175 64 150 SD201 X111Y47 不明部材 （55.8）（16.2） 2.6 スギ 追柾 樹種同定16
175 65 150 SD201 X98Y53中層 建築部材 （75.0） 19.2 2.4 スギ 板目 樹種同定17
175 66 150 SD201 X98Y53中層 建築部材 （76.8） 20.1 2.2 スギ 板目 樹種同定18
176 67 151 SD201 X115Y50 板材 136.5 20.0 2.5 スギ 追柾 樹種同定19
176 68 151 SD201 X116Y50 板材 96.2 23.4 3.6 スギ 柾目 樹種同定20
176 69 151 SD201 X112Y49中層 板材 24.2 17.9 4.1 スギ 板目 樹種同定21
176 70 151 SD201 X96Y52中層 原材 （40.0） 11.8 8.6 サクラ属 分割材（ミ

カン割）
二次被熱　樹種同定22

182 130 117・
152

SD601 Ｘ44〜49Ｙ66〜70下層 槽 113.1 68.7 6.1 スギ 底が柾目 樹種同定23　
年輪年代１

183 131 153 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 槽（盤） （66.0）（17.1） 4.7 スギ 底が柾目 樹種同定24
183 132 153 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 槽 （73.6）（34.6） 4.1 スギ 底が追柾 樹種同定25　

年輪年代３
183 133 153 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 槽 （87.8）（40.2） 4.8 スギ 底が柾目 樹種同定26
184 134 154 SD601 Ｘ43〜46Ｙ56〜60下層 角杭 176.9 7.8 5.4 スギ 分割材 樹種同定27
184 135 154 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 角杭 145.5 （5.8） 3.0 スギ 分割材 樹種同定28
184 136 154 SD601 Ｘ44〜49Ｙ66〜70下層 角杭 （107.0） 7.8 4.0 スギ 分割材 樹種同定29
184 137 154 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 板杭 （101.0） 6.0 4.2 スギ 追柾 樹種同定30
184 138 154 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 角杭 （74.3） 6.5 3.8 スギ 分割材 樹種同定31
184 139 154 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 板杭か （20.1） 2.8 1.2 スギ 柾目 樹種同定32
184 140 154 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 板杭 （68.1） 8.8 1.1 スギ 柾目 樹種同定33
184 141 154 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 角杭 71.0 6.4 5.5 スギ 削出丸木 樹種同定34
185 142 155 SD601 Ｘ44〜49Ｙ66〜70　 不明部材

（板材）
148.4 （19.0） 2.4 スギ 柾目 樹種同定35

185 143 156 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 不明部材
（板材）

（76.1）（37.3） 1.6 スギ 柾目 二次被熱　樹種同定36
年輪年代２

185 144 155 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 指物 53.1 （14.5） 2.0 スギ 柾目 樹種同定37　
年輪年代４

185 145 155 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 不明部材 （29.0） 5.0 3.0 スギ 板目 樹種同定38
185 146 156 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 不明部材 （28.4） （7.7） 2.3 スギ 柾目 樹種同定39
185 147 155 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 不明部材 31.6 5.7 1.5 スギ 板目 樹種同定40　放射性炭

素年代IAAA－80566
185 148 155 SD601 Ｘ44〜49Ｙ66〜70下層 琴 （97.5） 12.3 1.7 スギ 追柾 二次被熱　樹種同定41
186 149 157 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 棒材 （149.1） 8.6 5.5 スギ 柾目 樹種同定42
186 150 157 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 不明部材 （122.3） 13.4 7.3 スギ 分割材（ミ

カン割）
樹種同定43

186 151 157 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 指物 14.5 11.8 1.8 スギ 柾目 樹種同定44
186 152 159 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 梯子 （19.6） 18.2 7.8 キハダ 板目 樹種同定45
186 153 156 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 不明部材 90.4 5.3 1.2 スギ 板目 樹種同定46
186 154 156 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 不明部材 （61.1） 3.1 2.0 スギ 分割材 樹種同定47
186 155 155 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 鞘 58.4 （5.9） 0.8 スギ 追柾 樹種同定48　放射性炭

素年代IAAA－80565
186 156 156 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 編台 （55.9） （7.6） 0.9 スギ 柾目 樹種同定49
186 157 156 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 不明部材 （59.7） 5.0 1.5 スギ 柾目 樹種同定50
186 158 157 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 刺突具 （72.8） 3.3 1.6 スギ 削出角材 樹種同定51
186 159 157 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 刺突具 （35.7） 1.2 1.2 スギ 削出丸木 樹種同定52
186 160 157 SD601 Ｘ44〜49Ｙ66〜70下層 刺突具 30.4 1.2 0.8 スギ 板目 樹種同定53
187 161 158 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 建築部材

（垂木か）
（193.1） 5.4 4.0 スギ 分割材 樹種同定54

187 162 158 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 建築部材
（垂木か）

174.0 4.0 2.5 スギ 分割材 樹種同定55

187 163 158 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 建築部材
（垂木か）

（185.5） 5.0 2.7 スギ 分割材 樹種同定56

第２３表　惣領野際遺跡　木製品一覧（１）
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２　遺構と遺物

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
187 164 159 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 建築部材

（垂木か）
（71.9） 4.0 1.9 スギ 板目 樹種同定57

187 165 159 SD601 Ｘ43〜47Ｙ61〜65下層 建築部材
（垂木か）

（73.6） 2.9 3.3 スギ 分割材 樹種同定58

187 166 159 SD601 Ｘ43〜46Ｙ56〜60下層 建築部材
（垂木か）

（36.2） 5.1 3.7 スギ 削出角材 樹種同定59

187 167 159 SD601 Ｘ47〜62Ｙ71〜75下層 棒材 （86.7） 2.9 2.0 スギ 分割材 樹種同定60
187 168 155 SD601 Ｘ43〜46Ｙ56〜60下層 木錘か 14.6 3.1 2.9 コナラ属

アカガシ
亜属

芯持丸木 樹種同定61

190 218 159 X22Y66Ⅲ層 蹴放し （130.2）（18.3） 5.4 スギ 柾目 樹種同定62
191 223 160 SP323（SB3） 漆器椀 口径

10.0
器高

（3.0）
ケヤキ 横木地（柾

目取）
総黒色系漆　樹種同定
63　漆分析№３

191 227 161 SP387（SB6） 箸 （4.7） 0.4 0.3 スギ 削出角棒 樹種同定64
191 228 161 SP395（SB6） 箸 13.3 0.6 0.5 スギ 削出角棒 樹種同定65
191 229 161 SP482（SB8） 箸 19.9 0.6 0.5 スギ 削出角棒 樹種同定66
191 231 163 SP331（SB3） 柱 （40.6） 14.5 11.4 クリ 芯持丸木 樹種同定67　放射性炭

素年代IAAA－70537
159・
191

232 163 SP388（SB6） 柱 （36.2） 11.0 8.7 クリ 芯持丸木 樹種同定68　放射性炭
素年代IAAA－70541

191 233 163 SP523（SB6） 柱 （26.7） 10.4 9.5 クリ 芯持丸木 樹種同定69　放射性炭
素年代IAAA－70539

191 234 164 SP525（SB6） 柱 （20.3） 10.4 9.6 スダジイ 芯持丸木 樹種同定70　放射性炭
素年代IAAA－70538

191 235 164 SP530（SB7） 柱 （31.9） 15.0 13.0 キハダ 芯持丸木 樹種同定71　放射性炭
素年代IAAA－70535

191 236 164 SP519（SA1） 柱 （41.9） 13.0 11.2 スダジイ 芯持丸木 樹種同定72　放射性炭
素年代IAAA－70536

193 262 160 SD304 X63Y73 円形板 （18.8） （8.5） 0.9 スギ 柾目 樹種同定73
193 263 160 SD304 X63Y73 棒材 （11.6） 1.7 1.1 スギ 板目 二次被熱　樹種同定74
193 268 SE77 底面 箸 （11.5） 0.7 0.6 スギ 板目 樹種同定75
193 270 160 SE459 №２ 漆器皿 口径

8.4
器高

1.0
ブナ属 横木地（柾

目取）
総黒色系漆　樹種同定
76　漆分析№２

166・
193

271 121・
160

SE459 №３ 円形板 （17.9） （5.8） 0.5 スギ 柾目 樹種同定77

194 291 SK43 X85Y47底面 折敷底板 16.5 （7.7） 0.4 ヒノキ 柾目 樹種同定78
194 292 160 SK360 円形板か （21.5） （4.8） 0.9 スギ 柾目 樹種同定79
194 293 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72 箸 （21.7） 0.7 0.5 スギ 削出角棒 樹種同定80
194 294 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72 箸 18.5 0.6 0.5 モミ属 削出角棒 樹種同定81
194 295 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72〜73 箸 （17.5） 0.6 0.4 スギ 削出角棒 樹種同定82
194 296 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72 箸 17.1 0.5 0.5 スギ 削出角棒 樹種同定83
194 297 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72　№18 箸 （10.2） 0.6 0.4 スギ 削出角棒 樹種同定84
194 298 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72 箸 （9.9） 0.5 0.4 スギ 削出角棒 樹種同定85
194 299 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72 箸 （10.5） 0.5 0.5 スギ 削出角棒 樹種同定86
194 300 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72〜73 箸 （14.4） 0.8 0.8 スギ 削出角棒 樹種同定87
194 301 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72〜73 箸 （12.1） 0.6 0.6 スギ 削出角棒 樹種同定88
194 302 161 SK360 Ｘ49〜50Ｙ72 箸 （12.0） 0.5 0.4 スギ 削出角棒 樹種同定89
168・
195

303 121・
160

SK360 Ｘ49〜50Ｙ72　№13 曲物底板 （23.4） （6.8） 0.8 スギ 柾目 樹種同定90　放射性炭
素年代IAAA－70534

195 304 160 SK360 曲物底板 （20.6） （5.6） 0.6 スギ 柾目 樹種同定91
168・
195

305 121・
162

SK360 Ｘ49〜50Ｙ72 曲物 63.7 58.1 2.3 スギ 追柾 樹種同定92

168・
195

307 121・
162

SK542 漆器盆 （14.9）（31.6） 0.8 ケヤキ 柾目 総黒色系漆　一部炭化
樹種同定93　漆分析№
１

第２３表　惣領野際遺跡　木製品一覧（２）
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第Ⅳ章　惣領野際遺跡

第２４表　惣領野際遺跡　石製品一覧

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝・ｇ）
材質 備考

長さ 幅 厚さ 重さ

171 25 142 SD201 X115Y50下層 打製石斧 （10.4） 4.8 1.7 123.79 石英斑岩 石材鑑定№１

171 26 142 SD201 X95Y51下層 打製石斧 （11.7） 10.3 2.6 410.89 安山岩 石材鑑定№２

171 27 142 SD201 X107Y49中層 磨製石斧 （8.2） 6.1 3.0 232.53 変質閃緑斑岩 石材鑑定№３

171 28 142 SD201 X98Y53下層 磨製石斧 11.0 5.2 2.6 209.33 角閃岩 石材鑑定№４

171 29 142 SD201 X96Y53下層 磨製石斧 （7.6） 4.1 1.4 65.34 透閃石岩 石材鑑定№５

152・
153・
171

30 143 SK264 №2 凹石 （40.4）（35.7） 7.5 11,200.00 シルト岩 石材鑑定№６

152・
153・
171

31 143 SK264 №1 凹石 （35.4）（28.6） 7.9 13,700.00 シルト岩 石材鑑定№７

178 81 144 X90Y43Ⅲb層 打製石斧 19.3 8.4 2.9 624.00 石英斑岩 石材鑑定№８

178 82 144 X87・88Y47Ⅲb層 打製石斧 14.3 12.4 1.4 291.56 安山岩 石材鑑定№９

178 83 145 X90Y41Ⅲb層 石錘 10.5 10.6 1.5 221.67 砂岩 石材鑑定№10

178 84 144 X90〜93Y57〜60Ⅲb層 打製石斧 11.4 11.1 2.5 356.28 石英斑岩 石材鑑定№11

178 85 145 X81Y46Ⅲc層 砥石 23.2 13.9 7.4 4,500.00 シルト岩 石材鑑定№12

190 219 145 排水溝　 砥石 22.2 9.5 8.5 1,580.00 砂岩 石材鑑定№13

191 224 146 SP330（SB3） 砥石 （8.0） 3.8 1.4 53.70 粘板岩 石材鑑定№14

200 407 146 X31Y67Ⅱ層 砥石 11.5 3.2 2.7 118.75 流紋岩 石材鑑定№15

200 408 146 X33Y66Ⅱ層 砥石 6.3 3.1 3.2 86.39 流紋岩 石材鑑定№16

200 409 146 X27Y79Ⅱ層 砥石 （7.2）（3.0） 0.5 18.09 粘板岩 石材鑑定№17

200 410 146 X89Y47Ⅱa層 砥石 （4.5） 2.6 0.9 11.63 流紋岩 石材鑑定№18

第２５表　惣領野際遺跡　金属製品一覧

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝・ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ 重さ

191 230 139 SP387（SB6） 鏃か鑿 （13.5） 0.7 0.7 12.78 金属分析№８

166・
193

272 121・
140

SE459 鉄鍋 （9.2） （9.0） 1.4 165.12 外面ベンガラ付着　金属分析№16

200 411 139 X47Y53Ⅱa層 刀子 （10.3） 1.4 0.3 13.64 金属分析№１

200 412 139 X46Y73Ⅱ層 刀子 7.2 1.4 0.4 19.13 金属分析№10

200 413 139 X81Y58Ⅱa層 鎹 7.0 （3.5） 0.3 16.87 金属分析№２

200 414 139 X101Y48Ⅱa層 釘 （4.5） （3.5） 0.2 4.14 金属分析№３

200 415 139 X49Y78Ⅱ層 槍か刀子 （17.2） 4.1 0.4 54.95 金属分析№９

200 416 139 X26Y70Ⅱ層 轆轤カンナか （15.9） 1.3 1.3 45.78 金属分析№７

200 417 X41Y72Ⅱ層 煙管（雁首） 7.6 1.0 0.1 7.10

200 418 140 X38Y77Ⅰ層 鉄鍋 （5.2） （5.0） （1.6） 79.62 外面ベンガラ付着　金属分析№17

200 419 140 X49Y72Ⅲ層 羽釜 （9.7） （4.6） 0.6 78.22 金属分析№18

200 420 140 X19Y77Ⅱ層 鉄鍋 8.1 6.8 0.5 87.48 金属分析№19

200 421 X102Y57Ⅱa層 鉄滓 4.6 3.5 3.6 35.93 金属分析№４

200 422 X39Y61Ⅱ層 鉄滓 5.3 3.5 2.0 36.89 金属分析№13

201 424 141 X31Y75Ⅱ層 銭（開元通寳）　 2.3 2.3 0.1 2.48 845年初鋳

201 425 141 X55Y64Ⅱ層 銭（開元通寳）　 2.3 2.3 0.1 2.40 845年初鋳

201 426 141 X105Y56Ⅱa層 銭（開元通寳） 2.4 2.4 0.1 2.71 845年初鋳

201 427 141 X47Y63Ⅱ層 銭（唐國通寳） 2.4 2.4 0.1 3.17 959年初鋳

201 428 141 X25Y67Ⅰ層 銭（淳化元寳） 2.4 2.4 0.1 1.94 990年初鋳

201 429 141 X51Y68Ⅱ層 銭（天聖元寳）　 2.5 2.5 0.1 3.30 1023年初鋳

201 430 141 X93Y44Ⅱa層 銭（皇宋通寳） 2.4 2.4 0.1 2.99 1039年初鋳

201 431 141 X68Y59Ⅰ層 銭（皇宋通寳） 2.4 2.4 0.1 2.73 1039年初鋳

201 432 141 X92Y44Ⅱa層 銭（至和元寳）　 2.3 2.3 0.1 3.46 1054年初鋳

201 433 141 X47Y63Ⅱ層 銭（嘉祐通寳）　 2.3 2.3 0.1 3.28 1056年初鋳

201 434 141 X36Y77Ⅱ層 銭（熙寧元寳）　 2.3 2.3 0.1 3.48 1068年初鋳

201 435 141 X41Y71Ⅱ層 銭（元豊通寳） 2.4 2.4 0.1 2.64 1078年初鋳

201 436 141 X46Y73Ⅱ層 銭（元豊通寳） 2.3 2.3 0.1 3.00 1078年初鋳

201 437 141 X41Y76Ⅱ層 銭（元豊通寳）　 2.3 2.3 0.1 2.30 1078年初鋳

201 438 141 X89Y47Ⅰ層 銭（元豊通寳） 2.4 2.4 0.1 2.98 1078年初鋳

201 439 141 X70Y70Ⅱ層 銭（元祐通寳） 2.4 2.4 0.1 2.81 1086年初鋳

201 440 141 X47Y63Ⅱ層 銭（元祐通寳）　 2.4 2.4 0.1 3.66 1086年初鋳

201 441 141 X102Y60Ⅱa層 銭（紹聖元寳）　 2.4 2.4 0.1 2.27 1094年初鋳

201 442 141 X96Y44Ⅰ層 銭（寛永通寳） 2.5 2.5 0.1 3.33 1668年〜1869年鋳造

201 443 141 X114Y35Ⅰ層 銭（寛永通寳） 2.3 2.3 0.1 2.60 1668年〜1869年鋳造
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図版１１６

惣領野際遺跡　（縄文・弥生時代）
１．A地区全景（北から）　２．SD２５０縄文土器出土状況（西から）　３．SD２５０縄文土器出土状況（東から）
４．SD２０１弥生土器（４２）出土状況（南西から）　５．SD２０１刳物桶（５０）出土状況（南西から）

１１

２２

４４

３３

５５



図版１１７

惣領野際遺跡　（古墳時代）
１．B地区全景（北から）　２．SD６０１（東から）　３．SD６０１槽（１３０）出土状況　４．SD６４２土師器出土状況（西から）
５．SK６２０土師器出土状況（南から）

１１

２２

４４

３３

５５



図版１１８

惣領野際遺跡　掘立柱建物・溝（中世）
１．SB３～ SB５・SD３０１（東から）　２．SB６・SB７（北から）

１１

２２



図版１１９

惣領野際遺跡　掘立柱建物（中世）
１．SB８（北東から）　２．SB８（東から）

１１

２２



図版１２０

惣領野際遺跡　掘立柱建物（中世）
１．SB９（南西から）　２．SB６ SP３６２礎板出土状況（南から）　３．SB６ SP３９１礎板出土状況（南から）　
４．SB７ SP４０５礎板出土状況（南から）　５．SB７ SP４０７礎板出土状況（南から）

１１

２２

４４

３３

５５



図版１２１

惣領野際遺跡　掘立柱建物・溝・井戸・土坑（中世）
１．SB９ SP４４６礎板出土状況（南から）　２．SB９ SP４４７礎板出土状況（南から）　３．SD３４６珠洲（２６４）出土状況（西から）
４．SE４５９曲物他遺物出土状況（南から）　５・６．SK３６０曲物（３０５）他遺物出土状況（東から）　
７．SK５１３珠洲出土状況（南から）　８．SK５４２漆器盆（３０７）出土状況（南から）

１１

３３

５５

７７

２２

４４

６６

８８



図版１２２

惣領野際遺跡　土器（縄文時代）
SD２０１（１）　SD２５０（２２）　包含層

1

22

79



図版１２３

惣領野際遺跡　土器（縄文時代）
SD２０１（２～２１）　SD２５０（２３・２４）　包含層

2

12

7

36
4

13

5

8

10

11 9

14 80

24

23

19
20

17

18

21

15

16



図版１２４

惣領野際遺跡　土器（弥生・古墳時代）
SD２０１（４０・４２）　SD２３５（７１）　包含層

71

77

40 78

42



図版１２５

惣領野際遺跡　土器（弥生・古墳時代）
SD２０１（３２～３９・４１・４３～４８）　SD２３５（７２）　包含層

39
45 36

35

34

32
39 33

37

38

41

73

44

75

47

76 72

43

48 46

74 72



図版１２６

惣領野際遺跡　土器（古墳時代）
SD６４４

103

109

108

104

127

117



図版１２７

惣領野際遺跡　土器（古墳時代）
SD６４２・SD６４３（８８）　SD６４４（１１９～１２３・１２６）

122

121

126 119

88

120

123



図版１２８

惣領野際遺跡　土器（古墳時代）
包含層

183

198

177

195

193
196

207 206



図版１２９

惣領野際遺跡　土器（古墳時代）
包含層

200
210

204
209

205 211

202 216



図版１３０

惣領野際遺跡　土器（古墳時代）
SD６４２（８６）　SD６４３（９１～９５・９７）　SD６４３・SD６４４（１１２）　SD６４４（１０５～１０７・１１０・１１１・１１３～１１５）　SK６１７（１２９）

86

94

91

92

129

93
95

97

114

112
105

110
111 113

115

107

106



図版１３１

惣領野際遺跡　土器（古墳時代）
SD６４２（８７・８９・９０）　SD６４３（９６・９８～１０２）　SD６４４（１１６・１１８・１２４・１２５・１２８）　包含層

96

87

102

101

100 125

116

98
89

90

169
170

174

182

184

185

186

175

178

180
179

171

181

172

173

99 118 124

128



図版１３２

惣領野際遺跡　土器（古墳時代）
包含層

176

189

213
214 215

199

217
212

201
203

208

187

188

190

191

192

194



図版１３３

惣領野際遺跡　土器（中世）
SB７ SP４１０（２２０）　SB８ SP４８３（２２２）　SD３０（２４３）　SD３４６（２６４）　SD４９０（２６５）　SK３６０（２７３・２７９・２８０）包含層

220
330

222

337

279

317

280

243

265 264

273

343



図版１３４

惣領野際遺跡　土器（中世）
SB８ SP４９５（２２１）　SD１（２３７・２３８）　SD３０（２４１・２４２）　SD３０１（２４８～２５３）　SD４９０（２６６）　SE７７（２６７）　SE４５９（２６９）
SK３６０（２７４～２７８・２８１～２８８）　SK４００（３０６）

221
237

238

241

242

274

278

284

286285

281
275

276
282

287

288283
277

250

248

249

251

252

253
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267 306
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図版１３５

惣領野際遺跡　土器（中世）
包含層

308 313

314

319
323 324

325
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320

309

310 315
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321
316
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336
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354
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350348

347
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342
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338

335

339
341 344

345

351

322

318

331



図版１３６

惣領野際遺跡　土器（中世）
SB６ SP３８２（２２５）　SB８ SP４８３（２２６）　SD１（２４０）　SD３０（２４４・２４５）　SD４０（２４６・２４７）　SD３０１（２５５～２５８）　
SD３０４（２６０・２６１）　SK３６０（２８９・２９０）　包含層

258 384 383

406385
246

381

244
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247

240

255

257
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245
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290289
388387

382



図版１３７

惣領野際遺跡　土器・陶磁器（中世）
SD１（２３９）　包含層
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図版１３８

惣領野際遺跡　土器・陶磁器・土製品（中世）
SD３０１（２５４・２５９）　包含層
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図版１３９

惣領野際遺跡　金属製品（中世）
SB６ SP３８７（２３０）　包含層
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図版１４０

惣領野際遺跡　金属製品（中世）
SE４５９（２７２）　包含層
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図版１４１

惣領野際遺跡　金属製品（中世･近世）
包含層
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図版１４２

惣領野際遺跡　石製品（縄文時代）
SD２０１
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図版１４３

惣領野際遺跡　石製品（縄文時代）
SK２６４
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図版１４４

惣領野際遺跡　石製品（縄文時代）
包含層

81

82

84



図版１４５

惣領野際遺跡　（縄文～古墳時代）
包含層
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図版１４６

惣領野際遺跡　石製品（中世）
SB３ SP３３０（２２４）　包含層
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図版１４７

惣領野際遺跡　木製品（弥生時代）
SD２０１
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図版１４８

惣領野際遺跡　木製品（弥生時代）
SD２０１
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図版１４９

惣領野際遺跡　木製品（弥生時代）
SD２０１
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図版１５０

惣領野際遺跡　木製品（弥生時代）
SD２０１
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図版１５１

惣領野際遺跡　木製品（弥生時代）
SD２０１
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図版１５２

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１
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図版１５３

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１
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図版１５４

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１
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図版１５５

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１
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図版１５６

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１
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図版１５７

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１
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図版１５８

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１

161 162 163



図版１５９

惣領野際遺跡　木製品（古墳時代）
SD６０１（１５２・１６４～１６７）　包含層
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図版１６０

惣領野際遺跡　木製品（中世）
SB３ SP３２３（２２３）　SD３０４（２６２・２６３）　SE４５９（２７０・２７１）　SK３６０（２９２・３０３・３０４）
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図版１６１

惣領野際遺跡　木製品（中世）
SB６ SP３８７（２２７）　SB6 SP３９５（２２８）　SB８ SP４８２（２２９）　SK３６０（２９３～３０２）
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図版１６２

惣領野際遺跡　木製品（中世）
SK３６０（３０５）　SK５４２（３０７）
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図版１６３

惣領野際遺跡　木製品（中世）
SB３ SP３３１（２３１）　SB6 SP３８８（２３２）　SB６ SP５２３（２３３）
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図版１６４

惣領野際遺跡　木製品（中世）
SB６ SP５２５（２３４）　SB７ SP５３０（２３５）　SA１ SP５１９（２３６）
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